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経営 トップに聞く

株式会社メイクマン 代表取締役社長 宮城 順一 氏

特集 1  ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナメント開催が
沖縄にもたらす効果

特集 2  沖縄のSociety5.0 を考える PART2
　　　　第１回　株式会社 d-strategy, inc. 代表取締役 CEO 小宮 昌人 氏に聞く



■令和６年
３月 No.653 経営トップに聞く　株式会社レイメイコンピュータ
（RRI no.212） 企業探訪　株式会社立神鐵工所

特集1 沖縄県内におけるカーシェアリング市場の動向
特集2 労働基準法改正が県内企業に及ぼす影響

（2024年問題）

４月 No.654 経営トップに聞く　ニッシン株式会社
（RRI no.213） 特集 台湾における自転車利用促進に向けた取組み

５月 No.655 経営トップに聞く　琉球スポーツアカデミー株式会社
（RRI no.214） 特集1 宮古島市の観光と水問題について

特集2 沖縄県のデジタルツイン実現に向けた３D
都市モデル整備と活用促進

特集3 2023年度の沖縄県経済の動向

６月 No.656 経営トップに聞く　学校法人興南学園
（RRI no.215） 企業探訪　株式会社琉佐美

特集1 沖縄県の主要経済指標 

７月 No.657 経営トップに聞く　株式会社日進商会
（RRI no.216） 特集1 ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ

　　　メント開催が沖縄にもたらす効果
特集2 県産品利用実態アンケート調査にみる製造

業振興に向けた課題と提言

８月 No.658 経営トップに聞く　株式会社フードリボン
（RRI no.217） 特集1 沖縄県におけるスポーツツーリズムの実態調査

特集2 沖縄県内における2024年プロ野球
春季キャンプの経済効果

９月 No.659 経営トップに聞く　株式会社ライフコーポレーション
（RRI no.218） 特集1 沖縄県内における台湾からの入域客の動向

特集2 沖縄県内におけるバス・タクシー運転手不
足の現状と課題解決に向けた検討

10月 No.660 経営トップに聞く　一般社団法人光の子グループ
（RRI no.219） 特集 沖縄県内のマリンレジャー業界の現状と課題

11月12月合併 経営トップに聞く　株式会社日本バイオテック
No.661 特集1 医師の働き方改革と沖縄県が抱える医療の課題
（RRI no.220） 特集2 沖縄県内におけるジャパンウィンターリー

グ開催による経済効果
特集3 コロナ後の沖縄県の景気動向

■令和７年
１月 No.662 経営トップに聞く　株式会社あしびかんぱにー
（RRI no.221） 企業探訪　有限会社首里琉染

特集　沖縄県内のホテル施設調査と需給バラン
スからみた課題と持続可能な観光へ向け
た取り組み

２月 No.663 経営トップに聞く　株式会社西自動車商会
（RRI no.222） 特集1 沖縄県の労働市場の構造変化と今後の課

題と展望
特集2 沖縄県経済2024年の回顧と2025年の展望

３月 No.664 経営トップに聞く　株式会社昭和制作
（RRI no.223） 特集　沖縄県における国発注公共工事の経済

効果と建設業振興に向けた提言

４月 No.665 経営トップに聞く　株式会社丸中商会
（RRI no.224） 特集　沖縄県のスマート防災ネットワークの構築
　　　　　　　　　　に向けた提言

５月 No.666 経営トップに聞く　有限会社ケアセンターきらめき
（RRI no.225） 特集1 沖縄県内の在留外国人の動向と行政の多文

化共生への取り組み
特集2 沖縄県における一戸建て住宅着工の動向

と県内住宅市場の今後の展望
特集3 沖縄県内の第三次産業における県内企業優

先利用に向けた検討

６月 No.667 経営トップに聞く　有限会社創
（RRI no.226） 特集1 沖縄県内の空港グランドハンドリングの現

状と課題
特集2 2024年度の沖縄県経済の動向

７月 No.668 経営トップに聞く　照屋電気工事株式会社
（RRI no.227） 特集　トランプ関税政策に関する沖縄県内事業者
　　　　　　　　　　578社調査

８月 No.669 経営トップに聞く　有限会社幸地建設
（RRI no.228） 特集1 県産品利用実態アンケート調査にみる製造業の

実態とOEMの可能性
特集2 沖縄県の主要経済指標

９月 No.670 経営トップに聞く　株式会社沖縄総合フーズ
（RRI no.229） 特集1 沖縄県内における自治体・災害実動機関の連携

強化を目的としたSIP防災の実施について
特集2 沖縄県の労働需給問題について

特集レポートバックナンバー
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経営トップに聞く
株式会社メイクマン
～沖縄の風土に寄り添い 作る力を暮らしに活かし 笑顔あふれる毎日を支える～
代表取締役社長　 宮城 順一 氏

特集1 ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナメント開催が
　　　沖縄にもたらす効果
りゅうぎん総合研究所　取締役調査研究部長　安仁屋 宗哲  /  研究員　米須　唯

特集2 沖縄のSociety5.0を考えるPART2
第１回  株式会社d-strategy,inc代表取締役CEO小宮 昌人氏に聞く

りゅうぎん総合研究所　社長付特命部長　志良堂　猛史

アジア便り 台湾
～台湾について～
レポーター：安慶名 庸（琉球銀行法人事業部）
則和企業管理顧問有限公司（琉球銀行業務提携先/台湾現地コンサルタント会社）へ出向中

新時代の教育研究を切り拓く
1. 地球上で最も豊富に存在する海洋細菌の生存戦略の分子メカニズム理解で、
生命科学にパラダイムシフトをもたらす

2. 地球規模の課題解決に向けて注目の集まるシダ植物と微生物の共生メカニズムを解明
沖縄科学技術大学院大学 コミュニケーション・広報ディビジョンメディアセクション

（同大学のHP記事より許可を得て転載）

行政情報190
内閣府沖縄総合事務局経済産業部

沖縄県の景気動向（2025年7月）
～景気は、緩やかに拡大している（23カ月連続）～

学びバンク
・対馬丸記念館　～戦争の歴史 正しく継承～

  琉球銀行　若狭支店長　国吉　誠

・公共料金カード払い　～利便性高く経済的決済～

  琉球銀行　ペイメント事業部　調査役　玉城　達郎

・沖縄市東部まつり　～出店数増え３万人来場～

  琉球銀行　泡瀬支店長　具志堅　敦

・対話で育てるコーチング　～答えや可能性引き出す～

  琉球銀行　事務統括部　上席調査役　池田　昌美

・電子契約　～法的要件の確認が重要～

  琉球銀行　総務部　上席調査役　知花　美奈子

経営情報 売上高100億円を目指す企業への支援
　　　　　　　　　　 提供　太陽グラントソントン税理士法人

県内の主要金融経済指標

注：所属部署、　役職は執筆時のものです。

※目次(CONTENTS)の各タイトルをクリックするとそのページにジャンプします。
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経営  トップに聞く

これまでの歩みをお聞かせください。
　当社は、1975年1月25日に「DIYセンター
メイクマン浦添店」として創業しました。前身
の名護鉄工所がオイルショックの影響を受け、
将来の見通しに不安を感じた経営陣が新たな収
益の柱を模索する中、埼玉県で日本初のホーム
センター「ドイト」が盛況との情報を得て、当
時の岸本安正常務（のちの2代目社長）がすぐ
に現地を視察しました。
　その後、ドイトが主宰する共同流通機構
「DMC」に加盟し、沖縄県初、日本全国でもま
だ9店舗目となるホームセンターとして、浦添
市の国道58号線沿いに1号店を開店しました。

当初は名護鉄工所の新社屋として建設していた
建物を急きょ転用するという大胆な決断によっ
て、新業態への挑戦が始まりました。
　当時20歳と若かった私も、店舗スタッフとし
てこの立ち上げに携わりました。什器の設置から
陳列棚の製作、さらには広告チラシの商品撮影や
切り抜きまで、すべてが手作業でした。デジタル
のない時代に、社員一丸となって店舗づくりを進
めた日々は今でも鮮明に覚えています。
　創業当初はDMCグループから商品を仕入れて
いたため、本土と同じような商品が並んでいまし
たが、沖縄に合う独自の品揃えが必要だと感じた
社長の岸本が主導し、1980年には「貿易部」を
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株式会社メイクマン株式会社メイクマン
代表取締役社長 代表取締役社長 宮城 順一 宮城 順一 氏氏

　株式会社メイクマンは、DIY用品から日用品、ガーデニング、インテリア、家電、ペット用品まで、
幅広い商品を取り扱うホームセンターである。1975年に創業し、創業50周年を迎えた。2025年
8月現在では県内に9店舗を展開している。「お客様の暮らしをより豊かに」という思いを軸に、時代
とともに進化を続けながら、県民の日常に根ざしたサービスを提供する。今回は浦添市城間にある本
社を訪ね、宮城社長に自社の主力事業や社員教育の取り組み、今後の展望についてお伺いした。
	 インタビューとレポート　　中地　紀咲
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立ち上げました。そして社員をバイヤーとして育
て、米国、ヨーロッパ、アジア各国に派遣し、商
品を直接輸入する仕組みを次第に整えていきまし
た。この取り組みにより、本土を経由せず直接仕
入れることが可能となり、輸送費を抑え、価格競
争力を高めることができました。
　そして1996年にはDMCグループを脱会し、
独自の路線を歩むことになったのです。この「独
自仕入れ」こそが、当社の「第2の創成期」と
言えるでしょう。現在では、ガーデニング用品
はイタリアやベトナム、タイなどから、DIY用
品の木材はカナダや米国から直接仕入れていま
す。これは、他社が真似できない強固な基盤と
なっています。
　現在では、創業時のメンバーで現場に残るの
は私一人となりましたが、創業当初からの積極
的なチャレンジ精神は今も社内に息づいていま
す。
 
事業内容についてお聞かせください。
　当社は現在、県内に9店舗を展開する総合ホー
ムセンターとして、DIY用品から日用品、ガー
デニング、インテリア、家電、ペット用品まで、
幅広い商品を取り扱っています。「お客様の暮ら

しをより豊かに」という思いを軸に、時代とと
もに進化を続けながら、県民の皆様の日常に根
ざしたサービスを提供しています。
　その中でも特に力を入れているのが、お客様
への相談対応です。各店舗に設置している「DIY
相談カウンター」では、DIYアドバイザーをは
じめとした専門スタッフが、工具の使い方から
必要な資材の選び方まで、お客様のどんな小さ
な疑問にもお答えしています。各店舗で日に数
十件の相談が寄せられるほど、お客様に好評を
いただいています。
 　また、社内で結成された「ユウジ＆ダイチ」
のBBQユニットも、ユニークな取り組みの一つ
です。スポーツ担当の社員がBBQインストラク
ター資格を取得したことをきっかけに、BBQの
楽しさや奥深さを伝えたいという思いで始まり
ました。イベントや店頭実演、SNS発信を通じて、
お客様へ情報提供を行っています。
　このように、社員が自発的に当社の “顔 ”とな
り、商品に対する情熱を直接お客様に届ける姿
勢は、大きな強みとなっています。

社員教育についてお聞かせください。
　当社は創業以来、社是として掲げている「人

株式会社メイクマン浦添本店（浦添市城間）株式会社メイクマン浦添本店（浦添市城間）
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をつくり社会に貢献する」という理念を大切に
してきました。お客様との信頼関係を築くため
には、商品だけでなく、接客する「人」の質が
問われます。そのため当社では、社員一人ひと
りの成長が会社全体の成長につながるとの考え
のもと、さまざまな教育・研修制度を整えてい
ます。
　まず、接客スキルや商品知識を高めるために、
各分野のメーカーによる講習会や社内勉強会を
定期的に実施しています。また、仕入れ担当の
バイヤーだけでなく店舗スタッフも県外の展示
会や有力店舗の視察を積極的に行うことで、全
社員の知識底上げを図っています。
　さらに当社では、様々な業界で長年経験を積
んできた元「職人」たちを、貴重な人材として
積極的に迎え入れています。中高齢となり現場
を卒業した方々の中には、電気工事、水道設備、
大工、造園、自動車整備などの分野で豊富な知
識と技能を持つ方が多く在籍しています。彼ら
は売場での接客や実演販売、商品説明において、
理論だけではなく実体験に基づいた説得力のあ
るアドバイスを提供し、お客様からの信頼も非
常に厚いです。
　中には、70歳を超えても元気に現役で働いて

いる社員もおります。年齢に関わらず「経験と
知恵を活かせる場」を提供することで、社員自
身のやりがいや社会的な役割を尊重しつつ、会
社全体の専門性とサービス力を高めています。
まさに「人が財産」であるという考えを体現し
ているのが、こうした元職人たちの存在であり、
メイクマンの人づくりの象徴ともいえる存在で
す。
　当社の社員教育の目的は単なる知識の習得で
はなく、社員一人ひとりが自分の仕事に誇りを
持ち、「この人から買いたい」と言っていただけ
るような存在になることです。今後も「人づくり」
を企業文化として根づかせ、より質の高いサー
ビスを提供し続けてまいります。

経営理念についてお聞かせください。
　当社の経営理念は「お客様の信頼に応える」
ことです。この言葉には、創業以来私たちが大
切にしてきた姿勢と、これから先も守り続けた
い約束が込められています。「暮らしをもっと快
適に、便利にしたい」「自分らしい住まいを実現
したい」そういったお客様一人ひとりの思いに
寄り添い、最適な選択肢をご提案することが、
ホームセンターの使命だと考えています。この

創業時の本店創業時の本店

研修の様子研修の様子

集合写真集合写真

キャンプフェスタキャンプフェスタ
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　理念のもと、現場ではスタッフが自らの言葉で
商品を紹介し、ときに自身の体験を交えてアド
バイスを行います。こうした温かい接客こそが、
信頼関係を築く礎となっています。
　そしてこの理念は、社是である「人を作り社会
に貢献するメイクマン」という言葉にも表れてい
ます。人材を育て、健全な企業体質を築きながら
社会に貢献していくことが、企業としての責任で
あり使命であると考えています。お客様だけでな
く、地域社会に対しても「信頼される存在」であ
ることを重視し、当社では様々な社会貢献活動に
も取り組んでいます。各種募金活動をはじめ、首
里城火災や自然災害等の支援、さらに店舗が所在
する自治体と防災時の避難場所や物資提供等の協
定締結なども行っております。こうした積み重ね
が、地域に根差した企業としての信頼につなが
ると信じています。
　また、2代目社長・岸本安正が詠んだ「危なさ
やあしが渡てみぶさん浮世の橋」という歌碑が、
浦添本店の入口に刻まれています。これは、常に
チャレンジ精神を忘れず、失敗を恐れず進めとい
う教えです。時代が大きく変化する今だからこそ、
ピンチをチャンスと捉え、前へ進むことが今後の
経営においても重要だと考えています。

直近のホームセンター業界全体の動向をお聞か
せください。
　ホームセンター業界は今、少子高齢化やライ
フスタイルの多様化、ECの拡大により大きな転
換期を迎えています。当社では、地域密着型の
強みと人を通じた体験価値を軸に、地元ならで
はの視点で売場づくりを進めてきました。沖縄
の気候や文化、生活習慣に根ざした店舗運営は、
他にはない独自性を発揮しています。
　コロナ禍を機に若年層の利用が増え、現在で
もその層が定着しています。DIYや家庭菜園、
アウトドア需要の高まりが追い風となり、提案
型売場の重要性が増しています。一方で、県外
企業の県内進出が進み、競争も激化しています。
だからこそ、従業員の高い商品知識と相談しや
すい売場づくりを強みに、「ホームセンターを極
める」姿勢を貫いています。
　また、深刻化する人手不足にも対応するため、
高齢者や元職人の雇用を進め、ノウハウ継承と多
様な働き方を実現しています。30年以上前から
のPOS導入や、物流センターでの省人化設計・
在庫管理システムの整備など、DXの取り組みも
着実に進行中です。限られた人員でも質の高い
サービスを提供できる体制を整え、効率だけでな

浦添本店入口　歌碑浦添本店入口　歌碑

メイキー君と社員メイキー君と社員

DIY イベントDIY イベント

グリーングリーン
アドバイザーアドバイザー

DIY アドバイザーDIY アドバイザー
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経営  トップに聞く

く人の力が活きる職場づくりも重視しています。
　これからも地域の暮らしを支える存在として、
変化に柔軟に対応しながら、メイクマンらしい価
値を高めてまいります。 

今後の展望についてお聞かせください。
　当社の今後の展望としては、まず「ホームセ
ンターを極める」という基本姿勢を貫きながら、
今後10年間は、この理念をより深く実現してい
くことに注力します。
　その中核をなすのが「全店パワーセンター構
想」です。売場面積3千坪規模の大型店舗へと
段階的に刷新し、DIY初心者からプロまで幅広い
ニーズに応える店舗づくりを進めています。北
谷町の美浜店や那覇市の一日橋店等の規模の小
さい店舗は移転も視野に、大型化を模索中です。
加えて、当社が未出店である県内の空白エリア
への新規出店も検討中です。今後のさらなる成
長に向け、確かな土台を築いてまいります。
　こうした店舗戦略を支えるのが、2022年 1
月に完成した全店舗分の在庫を保管できる容量
を持つ自社物流センターです。同センターは、
大量に保管されている商品すべてに番号が振ら
れ、5フロア内の所在が即時に把握可能なシス

テムを整備しています。これにより、効率化を
図ると同時に緊急時には代替要員でもスムーズに
対応できる体制が整えられ、今後の店舗拡大にも
十分耐えうるインフラとして機能しています。
　今後も価格だけに頼らない魅力ある売場づく
りと、専門性の高い社員による提案力を武器に、
当社にしかできない価値の提供を追求してまい
ります。

最後に
　当社は、お客様、地域の皆様、創業者をはじ
め歴代の役員、そして社員一人ひとりに支えら
れて、創業50周年を迎えることができました。
これまで当社を支えて下さった皆様に多大なる
感謝を申し上げます。
　これまでも沖縄に根ざしたホームセンターと
して、住まいと暮らしに快適さを提案し、地域
の皆様に支えられて成長してまいりました。社
会や暮らしの変化が進む中で、お客様の未来を
見据え、多様なニーズに応える新たなホームセ
ンター像を追求し、より良い商品とサービスの
提供に努めてまいります。
　今後とも、末永くご愛顧賜りますよう、よろ
しくお願い申し上げます。

法人概要

商　　　 号：

住 　 　 　  所 ：

連  絡  先 ：

設　　　　 立：

役 　 　 　 員：

従 業 員 数：

U   R   L :

事 業 内 容：

株式会社メイクマン

沖縄県浦添市字城間 2008 番地

TEL：098-877-9787

1976 年 10 月 1 日

代表取締役社長　宮城　順一

その他役員 10 名

964 名（2025 年 6 月）

https://makeman.co.jp/ 

建材、工具、金物、塗料、日用品、イン

テリア用品、カー用品、電気器具、園芸

用品、エクステリア用品、花木、ホビー

用品の小売り
物流センター内部物流センター内部

物流センター外観物流センター外観



ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメント開催が沖縄にもたらす
効果
―ゴルフツーリズム客の県内消費額は一般観光客
　の1.4倍、第38回大会の経済効果は31億円―

特集１

・ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナメン
トは1988年の第１回大会から2025年の第38
回まで継続開催されている県内唯一の定例プロ
トーナメントである。同大会は、沖縄と本土をつ
なぐ架け橋の役割と同時に、地元アマチュアゴ
ルファーへの機会提供、ゴルフ文化の定着支援
等を提供し続け、様々な分野で沖縄の発展に寄
与してきた。
・本県におけるゴルフの位置付けとして、観光閑
散期である冬季がベストシーズンであること、ま
た「観る」と「する」両方の性質を兼ね備えたス
ポーツであり、ゴルフプレー代など高い観光消費
が期待されることなどから、スポーツツーリズム
を推進する上で大きな存在感を示している。
・来場者アンケートの結果からは、ゴルフツーリ
ズム客は一般観光客に比べて消費額が大きく、
また長期滞在の割合が高い傾向がみられ、沖縄
観光の課題である「年を通した需要の平準化」や
「量から質への転換」など、沖縄経済への大きな
一助となる可能性が示された。
・第38回ダイキンオーキッドのギャラリー数は
14,540人（延べ人数）となり、大会開催により沖

縄へもたらされた経済波及効果は31億2,900万
円（波及効果倍率は1.36倍）と試算された。
・ゴルフは試合を観戦する『観る』スポーツである
と同時に、観客として来沖した人々がラウンド
を楽しむ『する』スポーツにも繋がっており、大
会前後に行われる消費活動により生みだされる
経済的効果は、県内で実施される他のスポーツ
イベントと比較しても大きいことが分かった。
・第38回大会では、誘客促進や情報発信強化、ア
ンケート調査など新たな取り組みが行われた。
発展を続ける同大会において、今後更なる経済
効果の拡大を目指すための取り組みとして、①
SNSを活用した情報発信強化、②会場内の環境
整備の検討が必要である。
・同大会が沖縄にもたらす経済的・社会的効果は
大きい。また同時に沖縄の観光課題である「ス
ポーツアイランド沖縄の推進」、「観光需要平準
化」、「量から質への転換」にも寄与する重要なイ
ベントである。同大会が大会テーマである”沖縄
とともに限りなき前進”を実現し、さらに持続的
に発展していくことを期待したい。

要　　旨

りゅうぎん総合研究所
研究員

米　須　　　唯

りゅうぎん総合研究所
取締役調査研究部長

安仁屋　宗哲

　りゅうぎん総合研究所と一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー（以下、OCVB）はダイキンオー
キッドレディスゴルフトーナメントが沖縄へもたらす効果について共同調査を行いました。
　OCVBにて大会来場者へのアンケート調査を実施し、りゅうぎん総合研究所にてその集計結果を分析し、
経済波及効果を算出したうえで調査レポートとしてまとめました。両社は今後とも適宜連携しながらスポー
ツツーリズム推進のため、調査を実施してまいります。

共同調査について

④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。図表１　第38回ダイキンオーキッドの概要
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ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメント開催が沖縄にもたらす
効果
―ゴルフツーリズム客の県内消費額は一般観光客
　の1.4倍、第38回大会の経済効果は31億円―
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・ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナメン
トは1988年の第１回大会から2025年の第38
回まで継続開催されている県内唯一の定例プロ
トーナメントである。同大会は、沖縄と本土をつ
なぐ架け橋の役割と同時に、地元アマチュアゴ
ルファーへの機会提供、ゴルフ文化の定着支援
等を提供し続け、様々な分野で沖縄の発展に寄
与してきた。
・本県におけるゴルフの位置付けとして、観光閑
散期である冬季がベストシーズンであること、ま
た「観る」と「する」両方の性質を兼ね備えたス
ポーツであり、ゴルフプレー代など高い観光消費
が期待されることなどから、スポーツツーリズム
を推進する上で大きな存在感を示している。
・来場者アンケートの結果からは、ゴルフツーリ
ズム客は一般観光客に比べて消費額が大きく、
また長期滞在の割合が高い傾向がみられ、沖縄
観光の課題である「年を通した需要の平準化」や
「量から質への転換」など、沖縄経済への大きな
一助となる可能性が示された。
・第38回ダイキンオーキッドのギャラリー数は
14,540人（延べ人数）となり、大会開催により沖

縄へもたらされた経済波及効果は31億2,900万
円（波及効果倍率は1.36倍）と試算された。
・ゴルフは試合を観戦する『観る』スポーツである
と同時に、観客として来沖した人々がラウンド
を楽しむ『する』スポーツにも繋がっており、大
会前後に行われる消費活動により生みだされる
経済的効果は、県内で実施される他のスポーツ
イベントと比較しても大きいことが分かった。
・第38回大会では、誘客促進や情報発信強化、ア
ンケート調査など新たな取り組みが行われた。
発展を続ける同大会において、今後更なる経済
効果の拡大を目指すための取り組みとして、①
SNSを活用した情報発信強化、②会場内の環境
整備の検討が必要である。
・同大会が沖縄にもたらす経済的・社会的効果は
大きい。また同時に沖縄の観光課題である「ス
ポーツアイランド沖縄の推進」、「観光需要平準
化」、「量から質への転換」にも寄与する重要なイ
ベントである。同大会が大会テーマである”沖縄
とともに限りなき前進”を実現し、さらに持続的
に発展していくことを期待したい。
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　りゅうぎん総合研究所と一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー（以下、OCVB）はダイキンオー
キッドレディスゴルフトーナメントが沖縄へもたらす効果について共同調査を行いました。
　OCVBにて大会来場者へのアンケート調査を実施し、りゅうぎん総合研究所にてその集計結果を分析し、
経済波及効果を算出したうえで調査レポートとしてまとめました。両社は今後とも適宜連携しながらスポー
ツツーリズム推進のため、調査を実施してまいります。

共同調査について

④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。図表１　第38回ダイキンオーキッドの概要

（出所）ダイキン工業株式会社　大会HPよりりゅうぎん総研作成
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④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

図表２　ギャラリー数の推移(延べ人数)

 (出所)ダイキンオーキッド事務局データよりりゅうぎん総研作成

図表３　平均気温・降水量（南城市糸数※）

（出所）気象庁　※沖縄県の全気象観測地点のうち、大会会場に最も近い「南城市糸数」の気象データを採用した
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④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

図表４　第38回大会における新たな取り組み

写真：第38回ダイキンオーキッド会場内の様子

（出所）りゅうぎん総合研究所

▼会場内に設置された SNS 広報ポスター ▼フォトブースで写真撮影する来場者 
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④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

図表２　ギャラリー数の推移(延べ人数)

 (出所)ダイキンオーキッド事務局データよりりゅうぎん総研作成

図表３　平均気温・降水量（南城市糸数※）

（出所）気象庁　※沖縄県の全気象観測地点のうち、大会会場に最も近い「南城市糸数」の気象データを採用した
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④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

図表４　第38回大会における新たな取り組み

写真：第38回ダイキンオーキッド会場内の様子

（出所）りゅうぎん総合研究所

▼会場内に設置された SNS 広報ポスター ▼フォトブースで写真撮影する来場者 
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④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

（出所）写真は全てりゅうぎん総合研究所撮影

(出所)りゅうぎん総合研究所

図表５　アンケート概要

▼OCVB のアンケートブース ▼アンケートに回答する来場者 

▼南城市の特産品を購入する来場者 ▼地元飲食店の出店 

④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

図表６　男女別構成比

図表７　年代別構成比

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成
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④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

図表６　男女別構成比

図表７　年代別構成比

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成
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④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

図表８　最近のゴルフ場利用者数と高齢者の利用率

図表９　年代別構成比(他スポーツとの比較) 

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

(出所)ゴルフ市場活性化委員会「2025年度のJGFにおけるセミナー資料」より当社作成

 (出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成
※ダイキン以外の4スポーツは2023年11月～2024年1月にアンケート調査を実施
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④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

図表８　最近のゴルフ場利用者数と高齢者の利用率

図表９　年代別構成比(他スポーツとの比較) 

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

(出所)ゴルフ市場活性化委員会「2025年度のJGFにおけるセミナー資料」より当社作成

 (出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成
※ダイキン以外の4スポーツは2023年11月～2024年1月にアンケート調査を実施
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④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

図表10　職業別構成比

図表11　年収別構成比

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成
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④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

図表12　年収別構成比(国税庁統計) 

図表13　居住地(県内・県外） 　図表14　県外居住地(都道府県別) 

図表15　旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住者) 

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

(出所)国税庁「令和5年分　民間給与実態統計調査」よりりゅうぎん総合研究所にて作成

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成
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④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

図表16　旅行人数

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

図表17　同行者
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④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

 (出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

図表18　会場での消費額

図表19　試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成
沖縄県の値は沖縄県「観光統計実態調査」

図表20　「ゴルフプレー」と回答した年代別構成比

図表21　滞在日数 図表22　沖縄県 国内入域観光客の平均滞在日数
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④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成
沖縄県の値は沖縄県「観光統計実態調査」

図表20　「ゴルフプレー」と回答した年代別構成比

図表21　滞在日数 図表22　沖縄県 国内入域観光客の平均滞在日数
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④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成
※ダイキン以外の4スポーツは2023年11月～2024年1月にアンケート調査を実施

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

図表23　滞在日数(他スポーツとの比較) 

図表24　滞在日数「６泊７日以上」と回答した年代別構成比

図表25　宿泊施設について

④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

図表27　総費用

図表26　旅の移動手段
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④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

図表27　総費用

図表26　旅の移動手段
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④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成
※ダイキン以外の4スポーツは2023年11月～2024年1月にアンケート調査を実施

(出所)沖縄県「観光要覧」、OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

図表28　総費用(他スポーツとの比較) 

図表29　ダイキンオーキッド来場者と一般観光客の消費額比較

図表30　沖縄までの渡航代

④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

図表31　 沖縄県内の移動費

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

図表32　宿泊費

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

図表33　飲食費
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④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

図表31　 沖縄県内の移動費

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

図表32　宿泊費

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

図表33　飲食費
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④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

図表34　会場内消費額

図表35　おみやげ代

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

図表36　その他の費用

④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

図表37　沖縄県への意見（県外居住者、一部抜粋）

図表38　沖縄県のスポーツツーリズム発展に向けた意見（県内居住者、一部抜粋）
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④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

図表34　会場内消費額

図表35　おみやげ代

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

図表36　その他の費用

④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

図表37　沖縄県への意見（県外居住者、一部抜粋）

図表38　沖縄県のスポーツツーリズム発展に向けた意見（県内居住者、一部抜粋）
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④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

（出所）りゅうぎん総合研究所

図表39　アンケート結果から確認したゴルフツーリズムの特徴
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④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

（出所）りゅうぎん総合研究所

図表40　産業連関表部門部類の組み換え
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④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

（出所）りゅうぎん総合研究所

図表40　産業連関表部門部類の組み換え
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④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

（出所）りゅうぎん総合研究所

（出所）りゅうぎん総合研究所

図表43　ダイキンオーキッド関連支出（直接支出額）

図表44　ダイキンオーキッドによる経済効果

④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

（出所）りゅうぎん総合研究所

（出所）ダイキンオーキッド大会事務局提供

図表41　経済波及効果の流れ

図表42　参加者・観客数（単位：人）

▷　経済波及効果=直接効果+１次間接波及効果+２次間接波及効果
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④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

（出所）りゅうぎん総合研究所

（出所）りゅうぎん総合研究所

図表43　ダイキンオーキッド関連支出（直接支出額）

図表44　ダイキンオーキッドによる経済効果
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④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

（出所）りゅうぎん総合研究所

（参考）　第38回ダイキンオーキッドレディースゴルフトーナメントの経済効果

④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

（出所）りゅうぎん総合研究所

図表45　ダイキンオーキッドによる産業別の経済効果
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④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

（出所）りゅうぎん総合研究所

（参考）　第38回ダイキンオーキッドレディースゴルフトーナメントの経済効果
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６．参考資料

（1）県内居住者のアンケート結果

①来場目的　

・「大会観戦」が8割超となった。　　　　　　
②来場人数 (本人含む)

・「2人」が52.9％と半数を超えた。

③同伴者について

・「家族」が45.6％と最多となった。
④大会会場内での消費(飲食・物販購入等)

・「1千円以上5千円未満」が約7割と最多となった。

⑤会場までの移動手段(複数回答) 

※会場ゲートまでの無料バスでの移動を除く
・「自家用車」が約9割を占めた。

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

④個人年収

　年収別の構成比を確認する(図表11)。全体
でみると、「300万円未満」「300万円以上～
500万円未満」が合計で48.4％となり、500万
円未満が約5割を占めた。
　次に、県内をみると1,000万円未満の3つの
区分がそれぞれ3割程度となっており、年収に
関係なく幅広い所得層が満遍なく来場してい
ることが分かる。
　また県外をみると500万円未満が合計で
25.6％と、県内の67.7％と比較して非常に小

さいことが分かる。これは国税庁の「民間給与
実態統計」における500万円以下の構成比合計
51.7％と比較しても小さく(図表12)、ダイキ
ンオーキッド観戦ツアーのために渡航費用や
宿泊費などの費用がかかるため、比較的収入が
高い層の比率が高くなったと考えられる。
　さらに県内外を比較すると、500万円未満の
各区分ではそれぞれ県外よりも県内の比率が
高く、逆に500万円以上の各区分では県内より
も県外の比率が高いことが分かった。これは国
税庁の統計とも整合性がある。

　ダイキンオーキッドの来場者の年代別構成
比を他のスポーツと比較する(図表９)。特徴と
して、「観る」スポーツである「Bリーグ」は10
～30代の若い世代が比較的多いが、同大会は
「する」スポーツである「ツール・ド・おきなわ」

「石垣島マラソン」「NAHAマラソン」と類似の
構成比となった。ただ、「する」スポーツの中で
も、50代以上の年代の構成比がやや高くなっ
ている点が特徴として挙げられる。

③職業

　職業別の構成比を確認する(図表10)。職業
別の構成比は県内外共に「会社員」の比率が最
も高く、全体で50.8％と過半数を占めた。特徴
として県外の「会社役員」が占める割合が

24.7％と、県内の3.9％と比較して非常に大き
いことがあげられる。(２)で確認した年代別の
構成比と整合性があり、相応の収入があること
や、余暇の取りやすさなどが背景にあると考え
られる。

（1）共通の質問(県内・県外居住者)

　まず県内・県外居住者への共通の質問に対す
る回答を確認する。
①性別

　来場者の男女別の構成比を確認する(図表
６)。男女比率は全体で男性67.8％、女性
31.9％となった。一般的に男性のスポーツと
してのイメージが強いゴルフだが、来場者は女
性が３割を超えており、ゴルフが男女を問わず
人気のスポーツであることがわかる。

　また回答を県内に限ると女性は44.6％と半
数に迫った。地元開催で気軽にアクセスできる
野外イベントであることや、県出身の女性プロ
も多く身近なスポーツとして認知されている
ことなどが、県内女性来場者の比率を引き上げ
た一因であると推測される。一方、県外をみる
と女性の割合が16.9％と低いことから、県外女
性をターゲットにした来場誘致が、今後の来場
者数の引き上げに貢献することが期待される。

②年代

　年代別の構成比を確認する(図表７)。全体で
は50代が35.1％と最多となり、50代以上が合
計で63.3％と半数を超えた。県内外の内訳を
みると、県内は50代以上の合計が約51％とほ
ぼ半数であるのに対し、県外は77.9％と８割
に迫った。また40代までの年代ではそれぞれ
県内の比率が上回っているが、50代以上は全

ての年代で県外の比率が上回った。
　県外からの来場は渡航費や宿泊費などの費
用を要するため、比較的金銭面に余裕のある年
齢層が多くなったとみられる。加えてゴルフは
「生涯スポーツ」としての人気も高く、競技人口
やファンの高齢化も背景にあると推測される
(図表８)。

⑤居住地

　来場者の居住地を確認する(図表13)。県内・
県外の比較では、県内が54.3％、県外が45.7％
となり、県外からの来場者も半数近くいること
が分かった。
　県外からの来場者の居住地を都道府県別に

確認すると、東京の約2割を筆頭に大阪府、愛
知県、神奈川県などと続いた(図表14)。全体で
は全国32の都道府県から幅広く来場してお
り、本大会の人気の高さがうかがえる結果と
なった。

⑥旅の目的(県外居住者)/来場目的(県内居住

者)（複数回答）

　旅の目的(県外居住者)および来場目的(県内
居住者)はどちらも「大会観戦」が8割を超えた
(図表15)。次いで「大会ボランティア」「出場者

の同伴・応援」と続いた。大会ボランティアのた
めに県外から来場する人も一定数おり、同大会
の人気の高さがうかがえた。
　「大会観戦」以外の旅の目的については、
「(２)県外居住者の回答」の項目で後述する。

⑦旅行人数(県外居住者)/来場人数(県内居住者)

　最も多いのが「2人」で4割近くを占めた(図
表16)。県内は「2人」が過半数を超え最多と
なった一方、県外では「5人以上」が33.1％と最
多となった。
　県内で「2人」と回答した回答者の属性をみ
ると、年代は幅広く分散している一方、同行者
は「家族」が6割超を占めた。
　また県外で「5人以上」とした回答者の属性
を見ると「50代」が6割超を占め、そのうち同行

者は「職場の同僚」や「会社関係」と回答した先
が半数を超えた。
　来場者の属性としては、県内からは幅広い年
代から「家族」と「2人」で、県外からは「50代」以
上で「同僚」や「会社関係者」と「5人以上」で来
場しているケースが多いことが分かった。アン
ケート調査時に県外客からは「会社がツアーを
組んでおり毎年来ている」との声もあり、同大
会の観戦を旅の主目的としたツアーが組成さ
れ、来場していることが推測される。

⑧同行者

　全体でみると「家族」が3割超、「友人・恋人」
が2割超となった(図表17)。県内からの来場者
は「家族」と回答した先が半数近くを占めた。

⑨会場での消費額

　全体では「1千円以上3千円未満」が37.0％
と最も多かった(図表18)。次いで「1万円以上」
が18.5％、「5千円以上1万円未満」が18.0％、
「3千円以上5千円未満」が15.5％、「1千円未
満」が11.0％と続いた。

　県内外でみると県内は「1千円未満」「1千円
以上3千円未満」が合計で66.1％を占め、県外
は「5千円以上1万円未満」「1万円以上」が合計
で59.1％となった。県外からの来場者は、旅行
の一環として会場内での飲食や物販購入など
の消費意欲が高いことがうかがえる。

④旅の移動手段 (複数回答)

　「レンタカー」「ツアーバス」がそれぞれ4割
超となった(図表26)。「ツアーバス」は県庁北
口が始発地となっており、「③宿泊施設」でシ

ティホテルとビジネスホテルが合計で6割を
占めていることと合わせると、那覇市内のシ
ティホテルやビジネスホテルの利用者が多い
のではないかと推測される。

⑤総費用

　今回の大会観戦にかかる1人当たりの総費
用は、「15万円以上」が59.2％を占め最多と
なった(図表27)。これは他のスポーツと比較
しても、構成比が非常に高い(図表28)。沖縄滞
在中に、観戦だけでなく「ゴルフプレー」をする
との回答が過半数あったことから、プレー代に
加えゴルフバッグの輸送費、宿泊費などが費用
を押し上げたと推測される。
　実際に、アンケート調査を実施するなかで、
県外客からは「大会観戦前後にゴルフをする予
定」との声が多く聞かれた。

　また、アンケート結果からゴルフツーリズム
客の観光消費額の大きさが確認された。沖縄県
が公表している「観光客一人当たり県内消費額
(R６年度１-３月期、速報値)」は97,511円であ
る一方、ダイキンオーキッドの来場者の平均消
費額は136,175円となり、比較すると38,664
円（1.40倍）の差がある（図表29）。
　これらの結果から、ゴルフツーリズム客は一
般観光を目的に来県する観光客に比べて消費
額が大きく、本県が目指す“量から質への転換
による観光消費額拡大”への寄与が大きいと言
えよう。

　県内消費額の内訳を確認すると、「お土産代」
のみ一般観光客の消費額を下回ったが、「会場
内での消費額」にグッズや特産品などの物販購

入額が含まれていることを考慮すると、実質的
な差額は大きくないと言えよう。

⑥沖縄までの渡航代(航空券・船など)

　「3万円以上5万円以内」「5万円以上10万円以内」がそれぞれ約3割となった(図表30)。

⑦沖縄県内の移動費(レンタカー・バス・タクシー)

　「1万円以上3万円未満」が50.0％となった(図表31)。

⑧宿泊費(１人当たり)

　「1万円以上3万円未満」「3万円以上5万円未満」がそれぞれ約3割となった(図表32)。

⑨飲食費(１人あたり)

　「5万円以上」が23.1％と最多となった(図表33)。

⑩会場内での消費額(１人当たり)について (飲食・物販購入など)

　「1万円以上」がそれぞれ33.1％と最多となった(図表34)。

⑪おみやげ代(１人当たり)

　「1万円以上2万円未満」が35.5％と最多となった(図表35)。

⑫その他(１人あたり) (娯楽・観光)

　「1万円以上2万円未満」が26.7％と最多となった(図表36)。

⑭【県内居住者】沖縄県のスポーツツーリズム

発展のためのご意見（一部抜粋）

　県内居住者のコメントでは、シャトルバスの
利便性やゴルフと沖縄の親和性などに着目し
た前向きなコメントが見られた（図表38）。ま
た「子供が楽しめる企画」を盛り込めば家族連
れなどの来場誘致に有効であろう。
　一方で県外居住者と共通して、渋滞や交通網

に関する要望が見られた。また同大会へ向けら
れたコメントであるかは定かではないが、施設
の美化や観客の観戦マナーに関する要望もみ
られた。選手、来場者双方にとっての沖縄開催
という魅力度を高めるため、どのスポーツイベ
ントにおいても施設内外の美化や観戦マナー
の周知（分かりやすいパンフレットの配布、
SNSによる発信など）も必要だと考えられる。

⑬【県外居住者】沖縄県へのご意見(大会の運営

以外) ※一部抜粋

　県外居住者のコメントでは、沖縄の気候や自
然、豊富な観光スポットに関する前向きなコメ
ントが見られた。またダイキンオーキッドにつ
いては、「他県の大会と比較しても別格」と高く

評価する声が聞かれた（図表37）。
　一方で渋滞緩和など交通網の整備に関する
要望や、宿泊施設の不足といったハード面に関
する要望もみられた。質問の対象範囲を同大会
に限定していないため、沖縄観光に対する要望
として受け止める必要がある。

(3)アンケート結果の総括

　アンケート結果から、本県のスポーツツーリ
ズムを推進する上でゴルフという競技が重要
な位置付けであることを確認した（図表39）。
県外客の属性としては、比較的金銭面に余裕の
ある「50代以上」が約８割を占め、職業は「会社
役員」の割合が高く、高収入層の割合が高い点
が特徴的であった。
　また、大会観戦以外の過ごし方では「ゴルフ
プレー」との回答が最も多く、ゴルフは「観る」
「する」の両方を兼ね備えたスポーツであるこ
とが改めて示された。
　そして、最も注目すべきは消費額の大きさで

ある。ゴルフツーリズム客は一般観光客に比べ
て消費額が1.4倍となり、沖縄観光への寄与を
裏付ける結果となった。また、滞在日数が「6泊
7日以上」と回答した割合が14.0％（沖縄県の
入域観光客：6.8％）に達しており、一般観光客
に比べ長期滞在の割合が多い傾向がみられた。
　本県においては、その温暖な気候から観光需
要の閑散期にあたる冬場にゴルフ需要のピー
クを迎える。ゴルフツーリズムの更なる推進に
より、沖縄観光の積年の課題である「年を通し
た需要の平準化」や「量から質への転換」など、
沖縄経済への大きな一助となることが期待さ
れる。

４．第38回ダイキンオーキッドの経済波及効果

　本章では、ダイキンオーキッド開催による経
済波及効果を測定することで、沖縄経済への貢
献を定量的に明らかにする。
（1）産業連関表について 

　産業連関表とは、一定期間内（通常１年間）に
ある特定の地域で行われた各産業間での財・
サービスの経常的な取引（生産・販売の実態）を
行列形式で表にまとめた統計表である。
　各産業は他の産業から原材料や燃料等を購
入し、これらを加工して新たな財・サービスを
生産し、さらにそれを別の産業に対して販売す
る。購入した産業は、それらを原材料として再
び新たな財・サービスを生産する。産業連関表

は、このような財・サービスの「購入→生産→販
売」という産業相互間の連鎖的なつながりを一
覧にした統計表であり、域内における経済循環
の流れを示している。
　本調査では、沖縄県産業連関表（2015年）を
用いて経済波及効果分析を行う。なお、沖縄県
が作成した14部門表には、同トーナメント開
催により需要増加が見込まれる「宿泊業」や「飲
食サービス業」などの観光関連産業が「サービ
ス」に一括りとなっているため、公表用基本分
類表（行458部門、列367部門）より同部門を抽
出し、汎用的に活用できるよう24部門表を作
成した（図表40）。

（3）トーナメント参加者・観客数

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントの参加人数は、選手・関係者は合
計で約2,000人（前年と同数）となり、報道関係
者や解説者は約120人（同20.0％増）となった
（図表42）。大会期間中の延べ観客数は、１万
4,540人（同5.1％減）となった。大会初日は悪

天候となったことなどから延べ観客数は減少
したものの、県出身選手や人気選手の参加など
もあり連日多くの観客が訪れ、４日間を通して
活況さがみられた。
　また、アンケート結果から得た県内客・県外
客の割合から、延べ観客数のうち県内客は
7,852人、県外客は約6,688人と推計された。

（4）ダイキンオーキッドの関連支出額（直接支

出額）

　ダイキンオーキッド開催にあたっては、選手
や関係者に加え、県外から多くの観客が沖縄県
を訪れ、県内で宿泊や飲食、娯楽レジャー、土産
品購入などに支出することに加え、多くの県民
が会場へ出かけ、飲食や土産品・グッズ等を購
入する。また、大会主催者による大会運営のた
めの支出や関連経費等の支出があり、これらを

合計したものが直接支出額となる。
　アンケート回答結果および大会事務局から
の提供資料をもとに直接支出額を推計すると、
総額で23億400万円となった（図表43）。内訳
をみると、宿泊費が４億9,800万円で最も多
く、次いで飲食費が３億9,100万円、娯楽・レ
ジャー費が２億5,800万円、交通費が２億
2,600万円などとなった。

＜補注＞経済効果について、前年の第37回大
会(24億3,700万円)と比較すると28.3％増加
したが、これは「県外客の消費額」の推計方法の
違いが主な要因である。前年は沖縄県「観光客
一人あたりの県内消費額」をもとに推計した。

　一方、今年は「アンケート結果から得た一人
あたり県内消費額(平均値)」をもとに推計して
おり、“より実態に近い数値”と捉えることがで
きよう。

（6）産業別の経済効果

　経済効果である31億2,900万円を産業別に
みると、ゴルフ場使用料や広告宣伝費等の大会
運営費が含まれる「対事業所サービス業」が５

億9,600万円と最も大きく、次いで「宿泊業」が
４億9,900万円、「対個人サービス業」が４億
9,000万円、「飲食サービス業（飲食店など）」が
４億2,700万円などの順となった（図表45）。

５．おわりに

～Ever Onward with OKINAWA ダイキン

オーキッドの経済効果の拡大に向けた展望～

　本レポートでは、県内唯一の女子プロ大会で
あるダイキンオーキッドの経済波及効果を算
出し、長きに亘り県内で継続開催されてきた意
義を定量的に明らかにした。第38回大会によ
る県内への経済波及効果は31億2,900万円と
試算され、４日間という短期間ではありながら
も、同大会の知名度および誘客力の高さから県
内各産業へもたらす生産誘発効果の大きさを
示す結果となった。
　また、OCVBが実施したアンケート結果か
ら、ゴルフは「観る」「する」の両方を兼ね備えた
スポーツツーリズムであり、他の競技に比して
高収入層が多く消費単価が大きいことや滞在
日数の長さなど、ゴルフという競技の優位性や
沖縄観光への寄与を裏付ける数々の結果が示
された。このような層へのアプローチを強化す
ることで、今後はさらなる消費単価の拡大や滞
在日数の延伸といった観光施策上の重要な成
果が期待される。特に、富裕層をターゲットと

した高付加価値型の商品造成や、ゴルフ観戦・
プレーを組み合わせた滞在プログラムの開発
により、リピーターの獲得や新たな市場開拓に
つながる可能性も高い。今後はスポーツイベン
トを核とした地域振興・観光振興の好事例とし
て、さらなる展開が期待される。
　これらの経済的な効果に加え、地域社会への
貢献も大きい。ダイキンオーキッドは、各種メ
ディアで大きく取り上げられることから、全国
へ沖縄県をPRする機会になっている。また、地
元のジュニアゴルファーにとってトッププロ
のプレーを間近で見ることのできる貴重な機
会となっているほか、アマチュア大会やポス
ターコンテストの開催など、沖縄の次代を担う
若年層の育成という重要な役割も果たしてい
る。加えて、1995年（第８回大会）に設立され、
県内の芸術・文化・スポーツ・教育など幅広い活
動への支援を行う「オーキッドバウンティ2」
は、これまでの贈呈先は延べ290件、総額は1
億9,200万円3 に上るなど、沖縄の地域社会へ
の経済的・精神的な励ましとなっており、特筆
すべき貢献である。

　１点目は、情報発信力強化である。アンケー
トでは、「交通渋滞」に関する声が多く寄せられ
たほか、「気象情報」を求めるコメントもみられ
た。今年からの新たな取り組みであるSNSを
通じたシャトルバスの案内や渋滞予測情報、ま
た沖縄の変わりやすい天候に合わせた服装の
提案など旅に必要な情報に加え、会場周辺の飲
食店や観光情報等、付加価値の高い情報発信に
よりリピーターの創出や新たな客層の獲得に
つながることが期待できよう。
　２点目は、会場内（ギャラリープラザ）の環境
整備である。アンケートでは、「テント内（ギャ
ラリープラザ）に観戦ビジョンを設置してほし
い」といったコメントがみられた。観戦ビジョ
ンの設置により、中継を観ながらゆっくりと休
憩や飲食をすることができ、ギャラリープラザ
に並ぶ地元の飲食店や土産品店、グッズ販売店
などの売上向上（＝消費額増）並びに経済波及
効果の拡大へと繋がることが期待できる。ま
た、アンケート調査を実施するなかで、通信環

境の改善が課題であることを実感した。来場者
の利便性向上に向け、観戦ビジョン設置や
Wi-Fi環境整備等について検討が求められる。
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントは、本県で開催される唯一の女子プロゴ
ルフ大会であり、全国にゴルフシーズンの幕開
けを告げる重要な役割を担いながら、地域振興
やスポーツ文化の発展、沖縄の魅力発信などに
大きく貢献してきた。またそれと同時に、沖縄
県が目指す「スポーツアイランド沖縄」の形成
や「観光需要平準化」、「量から質への転換」等へ
寄与する重要な位置付けである。
　会場内では、ゴルフ観戦だけでなく、ギャラ
リープラザでの飲食や芝生でピクニックを楽
しむ様子がみられ、来場者の憩いの場として活
気に溢れる雰囲気が印象的であった。今後も大
会テーマである“沖縄とともに限りなき前進”
を実現し、同大会のさらなる発展に期待した
い。

以　上

　発展を続ける同大会において、今後更に多く
のギャラリー客を招き入れ、経済効果の拡大を

目指す取り組みの参考として、以下２点につい
ての検討を提案したい（図表46）。

（5）沖縄県内におけるダイキンオーキッドの

経済効果

　まず、県内の産業全体の自給率は100％では
ないため、(１)で求めた直接支出額23億400万
円に自給率を掛けると県内供給分である直接
効果20億300万円が求められる（図表44）。　
　次に、宿泊費や飲食費、土産品・グッズ購入費
などの需要が発生すると、当該産業だけでな
く、こうした産業に原材料やサービス等を提供
している産業の売上増加へと波及していく。こ
れが１次間接効果であり、７億200万円とな
る。さらに、直接効果と１次間接効果で生じた

各産業における雇用者の所得増加は、家計（個
人）の消費支出を増加させ、関連する各産業の
生産を誘発していく。これが２次間接効果であ
り、４億2,400万円となる。
　直接効果、１次間接効果、２次間接効果の合
計が31億2,900万円となり、これが第38ダイ
キンオーキッドレディースゴルフトーナメン
ト開催による経済効果である。直接支出額に対
し、1.36倍の経済効果をもたらすこととなる。
また、経済効果のうち、粗付加価値額が17億
3,700万円となり、うち雇用者所得が７億
9,900万円と推計された。

（2）経済波及効果算出の流れ

　図表41に経済波及効果算出の流れを示し
た。分析にあたり、前提条件となる大会開催に
より新たに発生した需要（消費・投資）である直
接支出額に県内自給率を乗じたものが「直接効
果（県内生産額）」となる。直接効果とは、各産業
における事業活動のうち、県内で生じた財や
サービスに対する需要のことで、県内各産業に
新たに生じた生産増加分を指す。自給率を乗じ
るのは、需要のすべてが県内で生産された財や
サービスに対して発生するわけではなく、域外
（県外・海外）からの移輸入により賄われた分も
含まれており、その域外生産分を除くためであ
る。

　次に、産業連関表の各種係数を用いて間接波
及効果を求める。間接波及効果は「１次間接波
及効果」（直接効果に要した原材料を通して他
の産業の生産を誘発する効果）、「２次間接波及
効果」（直接効果、１次間接波及効果によって誘
発された雇用者所得が家計消費を通して各産
業の生産を誘発する効果）を足し合わせたもの
である。
　これらの直接効果、１次間接波及効果、２次
間接波及効果の合計が「経済効果（生産誘発
額）」となる。また、経済効果のうち雇用者に支
払われた賃金である雇用者所得や企業の利益
である営業余剰などが「粗付加価値額」である。

（2）県外居住者の回答

　ここからは「居住地」に関する質問で、「沖縄」
以外を回答した来場者の回答内容を見ていく。
①試合観戦以外の過ごし方(複数回答)

　試合観戦以外の過ごし方として「ゴルフプ
レー」が最も多く55.2％と過半数を占め、ゴル
フは「観る」だけではなく「する」スポーツであ
ることが明らかとなった(図表19)。「観る」「す
る」のどちらの特徴も併せ持っていることか
ら、沖縄における消費額の向上が促進され、幅
広い経済効果をもたらすことが期待される。

また、その属性を年代別でみると、50代が
48.4％と半数に迫った(図表20)。
　「ゴルフプレー」以外では沖縄ならではの「グ
ルメ」や「お酒」、「観光地巡り」が上位を占めた。
また「宿でゆっくり過ごす」も2割程度いるな
ど、ゴルフを主目的としながら、併せて沖縄で
の観光や滞在を通じて気分転換する副次的な
効果もあり、アンケート結果からもスポーツ
ツーリズムが有意義な旅行形態であることが
示されたと言えよう。

②滞在日数

　滞在日数で最も多いのが「2泊3日」で48.8％
を占めた(図表21)。続いて「3泊4日」が18.6％
となり、両者の合計は全体の7割近くを占め
た。これは「観る」スポーツである「Bリーグ」と
類似の構成比となっている(図表23)。
　一方で、注目すべきは「6泊7日以上」と回答
した割合が14.0％に達している点である。沖
縄県の「観光統計実態調査」では、入域観光客の
滞在日数のうち「6泊7日以上」の割合は6.8％

にとどまっているほか、他のスポーツイベント
と比較しても突出して高い(図表22)。
　滞在日数「６泊７日以上」と回答した者の属
性を見ると、「70代以上」の33.3％を筆頭に９
割以上が40代より上の世代となっており、前
項でも触れたように試合観戦やゴルフプレー
だけでなく、観光やグルメなどダイキンオー
キッド観戦をメインイベントとして、沖縄での
滞在を満喫する目的で来沖していることが分
かった(図表24)。

③宿泊施設 (複数回答)

　「シティホテル」「リゾートホテル」「ビジネス
ホテル」がそれぞれ3割程度となった(図表
25)。

（3）第38回大会の新たな取り組み

　ダイキンオーキッドでは、これまでギャラ
リー誘致と会場に活気をもたらす演出強化に
向け様々な取り組みが実施されており、今年の
第38回大会においても、大会主催者による新
たな取り組みがみられた（図表４）。
　まず、誘客促進に向けた取り組みとして、南
城市の特産品詰め合わせがセットとなった「南
城市名産品付き前売り券」や、県出身女子プロ
ゴルファーの解説を聞きながら一緒に観戦す
る「解説付きツアーチケット」が新たに販売さ
れた。沖縄観光の一環として県産品の推奨やス
ポーツファンへ向けた付加価値の商品化など、
創意工夫がみられた。
　 次 に 、情 報 発 信 の 一 環 と し て S N S

（InstagramやX）アカウントが開設され、大会
内容の共有や選手のインタビューなどが発信
された。また、会場入口には人気選手の等身大
パネルが設置され、多くの来場者が写真撮影を
する様子がみられるなど、フォトエリアとして
会場を盛り上げた。
　これらの取り組みに加え、今回は来場者を対
象に会場内でアンケート調査が行われた。アン
ケートは、沖縄県からの委託に基づきOCVBが
実施したものであり、ゴルフツーリズムの実態
把握および沖縄観光への寄与度の把握を目的
としたものである。
　次章では、当研究所が分析したアンケート結
果を確認し、沖縄観光におけるゴルフツーリズ
ムの位置付けについて考察する。

（2）ギャラリー数の推移(延べ人数)

　本年の第38回大会のギャラリー数は
14,540人で前年比5.1％減となった(図表２)。
前年に比べ大会期間中の降水量が多く、特に初
日は雨や強い風が吹く悪天候となったことな
どが影響したとみられる（図表３）。
　直近のギャラリー数の推移をみると、行動制
限が解除された直後の2023年は1万7千人を

超える入場者数を記録したものの、その後は2
年連続で減少し、コロナ禍の３年間を除いた平
均16,557人を下回った。また、過去最高を記
録した2007年と比較すると半数以下となっ
ており、天候など不可抗力の部分もあるが、
ギャラリー誘致のための取り組みや安定的な
ギャラリー数の確保が課題の一つとして挙げ
られよう。

1．はじめに
　ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メント(以下、ダイキンオーキッド)は、沖縄で
開催される唯一の定例プロトーナメントであ
り、県内外から1万人以上が来場する同大会
は、沖縄県が推進する「スポーツツーリズム」の
代表的な例として挙げられよう。
　スポーツツーリズムとは、「スポーツの参加や
観戦を目的とした地域の訪問や、地域資源とス
ポーツを掛け合わせた観光を楽しむ」1 ことであ
り、観戦・参加・合宿・大会出場など多様な形態を
含む。スポーツツーリズムの推進は、観光客の滞
在期間の長期化や消費拡大に加え、地域の雇用
創出や施設整備による波及効果も大きい。
　ダイキンオーキッドをはじめNAHAマラソ
ンやツール・ド・おきなわなど、沖縄ならではの
気候や自然、文化とスポーツを融合させた観光
体験は、国内外の観光客にとって大きな魅力と
なっている。加えて毎年開催されるプロ野球や
Jリーグのキャンプのように、沖縄にとってス
ポーツは多くのスポーツファンを誘致する重
要な観光資源となっている。そのなかで特にゴ
ルフについては、観光の閑散期となる冬季がベ
ストシーズンであること、ゴルフが「観る」と
「する」両方の性質を兼ね備えたスポーツであ
り、ゴルフプレー代など高い観光消費が期待さ
れることなどから、スポーツツーリズムのひと
つとして大きな存在感を示している。
　本レポートは昨年に続く第2回調査となる。
前回調査では、同大会がコロナ禍の1年を除き
37年という長期間にわたって継続開催されて

おり、沖縄の魅力を全国へ発信する機会となっ
ていることに加え、経済面だけでなく、支援金
や若年層の育成などを通じて社会的な貢献度
も高いことが明らかとなった。
　第38回大会となった本年は、沖縄観光コン
ベンションビューロー(以下OCVB)が沖縄県
より受託した「スポーツ観光戦略的誘客促進事
業」の一環として、OCVBが来場者へアンケー
トを実施した。その結果をもとに当社において
来場者の属性や滞在日数、各種消費額などの
データを集計し、その特徴を分析した。また同
大会の経済効果を算出し、それらの結果を踏ま
えたうえで、スポーツツーリズムにおけるゴル
フの優位性を確認し、ダイキンオーキッドのさ
らなる発展に向け考察した。

2.ダイキンオーキッドについて

（1）大会概要

　第38回ダイキンオーキッドレディスゴルフ
トーナメントは、2025年3月6日から9日にか
けて沖縄県南城市の琉球ゴルフ倶楽部（6,610
ヤード、パー72）で開催された（図表１）。大会
では19歳（試合当時）という若さで3日目まで
首位を守った菅楓華選手が注目されたが、最終
日に前年覇者の岩井千怜選手が逆転優勝を果
たし、大会史上2人目となる連覇を達成した。
　沖縄県勢で決勝ラウンドへ進んだのは上原
彩子選手（那覇市）と吉﨑マーナ選手（アマチュ
ア、17歳）の二人で、結果は上原選手が50位、
吉﨑選手がアマチュアながら12位タイと好成
績を収めた。

3.来場者へのアンケート調査結果

　本章では、大会会場内で実施した来場者への
アンケート調査の結果について確認する。アン
ケート概要は図表５の通りである。

(出所)写真は全てりゅうぎん総合研究所撮影

（出所）りゅうぎん総合研究所

図表46　ダイキンオーキッドの経済波及効果の更なる拡大に向けた提案

写真　ギャラリープラザ内の様子
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６．参考資料

（1）県内居住者のアンケート結果

①来場目的　

・「大会観戦」が8割超となった。　　　　　　
②来場人数 (本人含む)

・「2人」が52.9％と半数を超えた。

③同伴者について

・「家族」が45.6％と最多となった。
④大会会場内での消費(飲食・物販購入等)

・「1千円以上5千円未満」が約7割と最多となった。

⑤会場までの移動手段(複数回答) 

※会場ゲートまでの無料バスでの移動を除く
・「自家用車」が約9割を占めた。

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成

(出所)OCVB「スポーツ大会参加にかかる実態調査」の集計結果をもとにりゅうぎん総合研究所にて作成
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1.  観光庁「スポーツツーリズムの推進」
2.  本大会開催前のプロアマ大会参加者からの浄財と両主催者の寄付金等を源とする基金であり、県内の芸術・文化・ス
ポーツ・教育等の振興を目的としている活動に対し支援金を贈呈している。

3. 第38回大会公式HP　https://www.daikin.co.jp/orchid

（2）経済効果を求める式（投入モデル）
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小宮さんは産学官それぞれの分野で活動されて

います。プロフィールをご紹介ください。

デロイトトーマツコンサルティングやNRI
（野村総合研究所）で産業向けコンサルティン
グに従事した後、政府系ベンチャーキャピタ
ル「産業革新投資機構（JIC）ベンチャー・グロー
ス・インベストメンツ」で、投資先スタートアッ
プと大企業の連携によるイノベーション創出
に携わってきました。その後独立し、現在は

会社を2社経営しています。
1つは「株式会社 d-strategy, inc.」。企業の
DXや先端技術の活用を支援しています。もう
1つは「株式会社 Third Ecosystem, inc.」。
世界のベンチャーキャピタルや大学発スター
トアップと連携し、日本企業と国内外スター
トアップの協業を促してイノベーションを起
こすことを目的としています。これが「産（ビ
ジネス側）」の活動です。

　日本が直面する主な社会課題、それは増加する社会コストに対して、減少傾向にある生産力
でどう乗り越えるかという点にある。この課題に対し、デジタル技術を最大限に活用し、社会
課題の解決と経済成長の両立を図り、快適で活力に満ちた質の高い暮らしの実現を目指す社会
像が「Society5.0」で描かれている。沖縄県は「新・沖縄 21 世紀ビジョン基本計画」でこの
概念に言及し、「本県の特性を踏まえた分野横断的なデジタル化やデジタル・トランスフォーメー
ション（DX）」を進め、地域課題の解決やより強靭な産業構造への転換に向けた取り組みを推
進する方針を示した。
　本特集は、2022 年 1 月から 2023 年 3 月に亘って本誌に掲載した「沖縄の Society5.0
を考える」の第 2弾であり、６回の掲載を予定している。第 1回目は、『メタ産業革命』『生成
DX～生成 AI が生んだ新たなビジネスモデル』等の著者で、産学官それぞれに関わりながら結
節点として日本のデジタル分野に貢献する「株式会社 d-strategy,inc」代表取締役 CEOの小
宮昌人氏に話を伺う。

特集
沖縄のSociety5.0を考える  PART2
第1回

株式会社d-strategy, inc.
代表取締役CEO

小宮昌人氏に聞く
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「学（アカデミア側）」では、東京国際大学デー
タサイエンス研究所など複数校で教員をして
います。また「官（行政面）」では、経済産業
省の各種デジタル領域の政策委員で専門家と
してサポートしています。さらに直近では経
済産業省の委託で「ロボット革命イニシアティ
ブ協議会（RRI）」とともに、製造業のデータ
スペースや「Manufacturing-X」の国際標準
化にも取り組んでいます。それらの活動を通
して、「生成AI」「メタバース」「デジタルツイ
ン」「ロボット×プラットフォーム×ビジネス」
といったテーマで書籍の執筆もしています。

それぞれの分野に関わりながら、産学官を繋

げる活動もされている。 

日本ではそれぞれの分野に専門家がおり個
別領域は強いです。しかし、分野を超えての
連携は弱いと感じます。データを分野間で連
携する「データスペース」の議論も、標準化
や技術に関する議論が活発でも、どのように
産業界で価値を出し、データの出し手側など
それぞれの主体にどのようなメリットがある
のかなどの企業・領域横断での議論が繋がっ
ていないケースは散見されます。私は、その“つ
なぎ目 ”で貢献したいと考えています。

 急速な高齢化と少子化により、このままでは

労働力が確保できない。新たな枠組みが必要

ということでしょうか。

もともと日本は横のつながりが強かったは
ずです。ケイレツもそうですし、公害が起き
た時は産業全体で環境対策に取り組みました。
高度成長期には通産省（現・経産省）がリー
ドして産業が協力し、分野横断で連携してい
た。ところが欧米のやり方を取り入れる中で
効率最適に寄りすぎ、良さを失いつつある。
社会領域に踏み込むと、従来のプレイヤーだ
けでは解けない大きな課題が残ります。だか
らこそ横つなぎが一番重要だと思います。

著書「メタ産業革命」についてお尋ねします。

「メタ産業革命」とは何か、また Society 5.0

とどのようにつながりますか。

「メタ産業革命」とは、デジタルツインとメ
タバースの融合によって、企業・産業・社会
のそれぞれの課題を解決していく動きを指し
ます。デジタルツインとは、現実空間をデジ
タル空間に再現する、まさに「デジタルの双子」
を作ることです。現状分析や最適化を進める
上で目標となる数値があり、その達成に向け
てチューニングしていくーこれがデジタルツ
インの世界観でした。
しかし、これまでは製品設計、建物設計、
都市設計など個別に細分化され、全体像が見
えにくいことがボトルネックでした。「メタ
バース」は 3D空間に多様な要素が存在し、
建物や人物、周囲の環境等が相互作用します。
様々なプレイヤーがその空間に参画し、コミュ
ニケーションしながら共創する。この考え方
を融合させることで、複合的なデジタルツイ
ンへと拡張します。
たとえば建設現場では、設計情報だけを見
るのではなく、取得した最新の点群データと
設計情報を融合して「俯瞰する」といったこ
とです。工場・倉庫での工程単位を見るだけ
でなく、工場／倉庫全体をデジタル空間で捉
え、その中で意思決定する。都市計画や観光
分野等では、街全体を俯瞰して全体最適を図
ります。
この統合した空間で、プレイヤー同士が共
創しながらシミュレーションを行い、未来の
姿を描く。描いた内容は現実空間に実装し、
再びデジタルで検証して現実に反映する—こ
のサイクルを高速に回すのが「メタ産業革命」
です。（図1）
Society5.0 は、「フィジカル（現実空間）
とサイバー（デジタル空間）が高度に融合し
た社会」ですので、その実現にはメタ産業革
命の流れが必要だと考えます。
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それぞれ背景の異なる人たちが共創するとき、

デジタルツインは非常に有効です。

特にまちづくりなど不特定多数の人々で合
意形成を得るには有用な手段ですね。
産業界でも、現場の利用者・提供者・経営
者で見ている世界が違います。図面やそれぞ
れの頭の中のイメージだけではズレが生じま
す。3Dなどで可視化し、同じ世界を見るこ
とが極めて重要です。特に生成AIの登場はデ
ジタルツインの動きを加速させます。生成系
（ジェネレーティブ）デザインやゲームエンジ
ンの活用により、制作側も作業が楽になるど
ころか、これまで利用者だった人たちが、「こ
ういう環境が見たい」とプロンプト（動作指
示）を入力すれば、表示等が切り替わり、個々
に合わせて情報提示が可能となります。

プログラムの知識を持たなければ取り組むこ

とが困難だった分野が、生成AI の登場によっ

てデジタルの民主化が起きているということ

ですね。

以前は専門家でないとできなかったことが、
今では誰もが対応できるレベルに技術が追い
つきました。だからこそ、自分の考えをしっ
かり言語化することが、より重要になったと
いうことです。つまり、How（手段）より、
Vision（将来展望）やValue（価値）、つまり
「何を実現したいか（What）」を明確にするこ
とがより重要です。
ツールは民主化されたので、土台の6〜 7
割はAIで作れる。そのため、残りの部分に「ど
のようなノウハウを注入し、何を価値として
提供すべきか」がより重要になり、その部分
にこそ人は注力すべきです。

図1：メタ産業革命（小宮昌人氏提供）
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そのためにはAI に地域や自社を認識させるた

めのデータ整備が必要です。

そのとおりです。AI の精度を上げるために
は、機械が判読可能なデータ、つまりデジタ
ルデータを整備し、二次利用ができる状態に
する必要があります。企業は自社の目視業務
や暗黙知をデータ化し、外部データとつなぐ
ことでDXが可能になります。
公共分野は、「オープンデータ」として、標
準化したデジタルデータをオープンにするこ
とが求められます。
最近では、農業や伝統工芸・芸能など熟練
者の伝承が必要なものに関しては、熟練者の
技を動画に撮り、そのデータをAIで読み取る
ことによって内容を時系列で言語化もできま
す。それにより全体の６割程度の「叩き台」
を作り、それに熟練者が加筆することで継承
が加速度的に進むことが期待されています。
デジタルツールで「撮る」「残す」がより重要
になります。このことは、企業のOJTの限界
を解消する手段としても役立ちます。

まちづくりや都市計画でも同様ですね。地域

をデジタルデータとして正しく記録しておけ

ば、デジタル空間での活用が促進します。

観光でも、現地でARをかざすと過去の景
色が重なる体験は、現在と過去を繋ぎ歴史を
味わう新たな観光体験につながるでしょう。
また、子供たちが楽しんでいる「マインクラ
フト（ゲーム）」で作った架空のまちを、現
実空間に合わせる技術もあります。国土交通
省が進める「Project PLATEAU（プラトー）」
のような3D都市モデルと合わせることも可
能ですし、まちづくりや観光、防災などへの
活用も期待されています。それらのデータ整
備や活用は、生成AIの登場で飛躍的に進歩す
ると考えます。

改めて、日本ではなぜDXが必要なのか、小

宮さんのお考えを教えてください。

理由は大きく2点あります。１点目は、急
速な高齢化等による労働力不足で、あらゆる

分野でオペレーションが維持できなくなるこ
と。２点目は、日本の強みである現場の熟練
技能・暗黙知が人口減少等により継承されず
消滅する可能性があること。
そのため、デジタルデータを整備し、分野
横断でデータ連携を進め、世界に打って出る
ためのイノベーションを起こすこと。それが
デジタル・トランスフォーメーション（DX）
に繋がります。
DXが進むとあらゆる産業が変化します。金
融を例にあげましょう。中小企業は経営が可
視化されておらず、金融側は財務諸表だけで
は融資判断が限定的です。そこで生産性（製造）
や圃場状況（農業）などの非財務データを整備・
共有することで、ファイナンスの新しい仕組
みを作ることができます。メリットが明確な
ユースケースに沿って同業間でも連携し、与
信の代替情報として活用する。仕組みを競争
領域と協調領域に分解すれば、多くの金融機
関がその基盤に乗ることも可能です。
AI時代では、叩き台の6〜7割をAIに任せ、
人はコアビジネス部分に集中するのが望まし
いです。日清食品では将来的に「日清らしさ
は人、それ以外はAI」にしていくという明確
な方針で、あらゆる業務にAIを使っています。
各社もこだわる領域に時間を再配分し、それ
以外は共通化・自動化する発想が必要です。

 これまで伺った内容は理屈では分かっても、

多くの人は目の前の仕事に追われて動けない。

経営判断でリソースを再配分し、集中的に取

り組みを進めないと形骸化します。

だからこそ、効果が出やすい領域に早めに
生成AI技術を導入し、業務を圧縮して考える
余裕を作ることが大切です。つまり「クイッ
クヒット」ですね。資料作成などはAI＋集中
センター等に寄せ、営業・提案は人が価値を
出す最終仕上げに集中する。若手育成につい
ても人材育成の設計を見直し、情報やデータ
の入力・整形作業はAIに任せ自動化する。（図
2）
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大手キャッシュレス事業者が沖縄で営業活動

を開始した時、アプリで営業活動と訪問記録

を同時に処理していました。その時、地銀は

帰店後に残業して訪問記録を作成していまし

た。デジタルで時間を圧縮し、新しい価値に

再配分しないと時間がいくらあっても足りな

いと感じます。

AI など新たな技術を導入する時に必ず出る
抵抗が「人間の能力が落ちる」「仕事がなくな
る」といったものです。それは正しくはあり
ません。タイプライターがなくなり、どれだ
けの人が困っているかが表すように、時代に
あわせてスキルは置き換えるべきだと思いま
す。これから私たちに求められるのは、本質

を引き出す対話力・設計力です。
訪問記録等の事務処理は、録音→AI 要約→
ナレッジ化で、これまで1週間かけていたこ
とを数十分にすることが可能です。営業改革
ではトップセールスのプロセスを同行・イン
タビューで抽出し、組織展開する。大手コン
サル会社では、営業資料や提案書の一次ドラ
フトはAIと集中作業部門に任せ、６〜７割の
叩き台を作っています。コンサルタントは受
け取った資料に手を加え、完成させます。ス
キルアップについても同様です。レビュー会
議を録音し、内容指摘をAIで構造化し、壁打
ち用のエージェントを作っています。

図2：生成AIを活用した中期の取り組み（小宮昌人氏提供）
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海外や日本のデータ連携の取り組みについて

教えてください。欧州の「Gaia-X」、日本の「ウ

ラノスエコシステム」とはどのようなもので

しょうか。

米国では巨大プラットフォームがデータを
集中させて競争優位性を築いてきました。一
方、欧州には同規模のデジタル・プラット
フォーマーはいません。そこでGDPR（EU一
般データ保護規則）を含む規制や標準化を駆使
し、「データの所有者が勝つ」という世界観を
産業政策として推進しています（図4）。IDSA
も同様です。IDSAとは、「International Data 
Spaces Association」の略でデータ主権の原
則に基づいたデータ共有の国際標準及び技術的
枠組みを提供する組織です。相互運用性やコネ
クタなどのコンポーネント（部品）も整備して
います。欧州は標準を作るだけでなく、規制と
ソリューション実装をセットで前進させていま
す。2027年に義務化される「バッテリーパス
ポート」などはその代表例です。
日本では、経済産業省が主導する「ウラノ
スエコシステム」を推進しています。目的は、

サプライチェーンの強靭化や効率化、脱炭素
社会の実現といった社会課題の解決に貢献す
ることです。特徴としては、「How（手段）に
こだわらない」点です。使用する部品は、欧
州の EDCコネクタでも、日本発のCADDE
コネクタや軽量なコネクタでも構わない。重
要なのは「What（何を実現するか）」であり、
各業界のユースケースと価値定義です。 ロー
ルモデルとしては、
・ABtC（自動車蓄電池トレーサビリティ推進
センター）：EV電池のトレーサビリティと
バッテリーパスポート対応。

・デジタル・ライフライン：ドローン、自動運転、
スマートインフラ等の基盤共有。
などを先行して取り組んでいます。準備段
階から官民の人材をアサインし、専任で片手
間ではやらないのがポイントです。たとえば
ABtCではトヨタ自動車の専門家が出向して
専任で準備を進め、公的色を持つ中立組織が
プラットフォーム運営主体になることで、特
定企業色を和らげ、産業全体を巻き込みやす
くしています。

図3：生成DX活用による業務変化（小宮昌人氏提供）
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標準・規制・実装を三位一体で進める欧州は

戦略的ですね。そのような動きに対して、沖

縄県はどのように向き合うべきでしょう。

沖縄県のプレイヤーが勝つためには、地域
の優位性を軸に描くのが良いと思います。日
本全体の動きにとらわれるのではなく、沖縄
の地域特性を活かし、観光や海洋など主要産
業に絞った具体的なユースケースを設定し、
そこから標準や連携を設計していくのがいい
と思います。いまはLLMの出現で標準や役割
分担も変わりました。現在の技術水準に合わ
せた標準像を沖縄主導で決めていくのは面白
いと思います。

県外から見て、沖縄県のデジタル戦略のポイ

ントは何だとお考えですか。

台湾など東南アジアとの連携がポイントだ
と思います。日本全体で進めると調整が複雑
になります。沖縄×台湾、沖縄×東南アジア
という単位なら先端事例を生みやすい。観光・

人流・決済・物流・モビリティのシームレス
化や、海洋環境・漁業資源・気候変動対応な
どブルーエコノミーの分野で共通課題を見つ
け、周辺域で「海のデジタルツイン」を構築
して意思決定に活用することも極めて有意義
だと思います。 

県内では「GW2025プロジェクト」、大型テー

マパーク開業、広域DMO設立にかかる「北部

振興」、さらに「東海岸サンライズベルト構想」

など大型プロジェクトが並走していますが、

それらが個別最適化せず、広域連携を実現す

るインフラが求められます。それらが実現す

るデータ基盤を構築するには、どのような取

り組みが必要でしょうか。

「価値・ユースケース起点」で取り組むのが
いいと思います。人流、モビリティ、観光消
費など、目的ごとに必要データと更新頻度、
品質、標準を定義し、それを束ねてデータイ
ンフラを構成します。 沖縄では人流データを

図4：欧州のデータ共有権の戦略（小宮昌人氏提供）
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大手データ事業者から購入していると思いま
すが、広域把握には有効でも、地域の細かな
データはその地域で整備する必要があります。
スペインの観光データスペースのように自治
体が取得・公開する仕組みが理想的です。そ
れが難しいようであれば、まずは擬似オープ
ンデータ（限定共有）として、協力企業が保
有するデータで小さく検証し、価値を確認し
ながら参加を拡大していくのが理想的です。

データを見せるだけでなく、機械可読・再利

用可能な形にしないと“公表しているだけ”

になりがちです。

事業者が意思決定に使えるなど二次利用で
きる形式で出すことが重要です。タイでは通
信大手と連携し、滞在分布から第二次都市ク
ラスターを開拓するなど、需要の偏りを是正
する戦略に踏み込んでいます。沖縄もDMO
機能の本格化、つまり「M（マネジメント）
の強化」としてMが不可欠です。 さらに、行
政は「どのデータがあれば改善できるか」と

仮説を提示し、ヒアリングで磨き込みながら、
センシング（IoT、カメラ等）の配置、更新頻度、
精度、アクセス権を設計するのが望ましいと
思います。プラットフォーム型の取組みは、「ま
ずデータを揃えてから」という姿勢だと取り
組みが遅れます。既存データを使って擬似的
に共有し、経営効果を実証してから参加を広
げるのが早道です。たとえば、合意形成しや
すい既存の団体・組織のネットワークで「限
定的」に始め、人流・決済・在庫・予約等を
回し、足りないデータやAPI 要件を明確化す
る。成果が出るようであれば、行政のオープ
ンデータ化も進めやすい。データが使われる
前提で価値を検証しながら整備するのが、職
員のモチベーション低下も防げます。
日本は概念（標準・コンセプト）に寄り過
ぎたり、逆に具体だけで全体像が抜けたりし
がちです。ビジョンを明確に持ちつつ、「いま
すぐ着手する一歩」を示すことが成功率を高
めます。（図5）

図5：実行系への活用（小宮昌人氏提供）
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沖縄のSociety5.0 実現にむけて、アドバイス

をお願いします。

沖縄の強みは、世界中の人々を惹きつける
その場所にあります。
OIST（沖縄科学技術大学院大学）は、世界
の優秀な研究者が集まり、リサーチ＆デベロッ
プメント（以下、R&D）やスタートアップ創
出のハブとなっています。加えて、沖縄には「こ
こで働きたい」「住みたい」というモチベーショ
ンを持つ人材が多く、大企業のR&D拠点や
ベンチャーキャピタル（以下、VC）誘致にも
適しています。シリコンバレーを拠点とする
VCが沖縄をアジアのゲートウェイとして活用
し、アジア・インド・東南アジアのスタートアッ
プと繋がる拠点にする構想も考えられます。 　
ただし、これを持続可能にするには高付加価
値人材が定着するための教育や医療環境の整
備などとセットで設計することが不可欠です。
トップ研究者やデジタルノマドが安心して家
族で移住できるよう、国際水準の教育機関（中
高・大学）設置、遠隔診療・救急搬送の規制
緩和と実証、次世代空モビリティ等を活用し
た高度医療アクセスなどを同時に整備するこ
となどが、長期的な定着のカギです。AI 時代
に必要なのは、育てるべきスキルと置き換え
るべき作業の切り分けです。タイプライター
が不要になったように、定型業務はAIに任せ、
人間は本質的な思考・設計・意思決定に集中
する。教育面では、AI・データ人材の専門学校・
職業訓練との連携、大学・研究機関と企業を
つなぐR&D＋教育＋産業クラスターの形成
が重要です。世界では、ゲームエンジン（Unity
やUnreal Engineなど）を活用した都市シミュ
レーション、デジタルツイン、観光・防災計
画などが注目されています。ゲーム開発と都
市設計を横断できる人材を沖縄で育成すれば、

メタバース型まちづくりや観光体験も産業化
可能です。
仮に、沖縄のDXが「遅れている」という
のであれば、今の技術水準で最適な標準と仕
組みを逆に描き直せる立場にあります。産業・
教育・観光・医療等のデータ連携を一体的に
設計し、小さく始めて具体成果を積み上げる
こと。その循環が人・企業・資本を呼び込み、
持続可能な沖縄モデルを実現する道だと思い
ます。
（インタビュー＆レポート：志良堂猛史）

小宮 昌人 氏 プロフィール
デロイトトーマツコンサルティング、野村総
合研究所、産業革新投資機構 JIC- ベンチャーグ
ロースインベストメンツを経て現職。「株式会社
d-strategy,inc」「株式会社 Third Ecosystem,inc」
を創業し、代表取締役として DX/ ソリューション・
イノベーション戦略を支援。また、東京国際大学
データサイエンス研究所特任准教授など DX やイ
ノベーション等について教育分野でも活躍。近著
に『生成 DX』『メタ産業革命』『製造業プラット
フォーム戦略』など。
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はじめに 
　大家好（みなさまこんにちは）。琉球銀行法
人事業部の安慶名庸と申します。2025 年 4
月より台湾の現地コンサルタント会社・則和
企業管理顧問有限公司への出向で台湾に駐在
しております。今月より「アジア便り」を担
当することになりました。どうぞよろしくお
願いいたします。今回は初めての寄稿ですの
で、まずは台湾の概要をご紹介いたします。

 １. 基礎知識 
　台湾は中国大陸と南西諸島の間に位置する
豊かな自然に恵まれた島です。那覇空港から
台湾桃園国際空港まではおよそ 1 時間 30 分
のフライトで渡航できます。日本最西端の島
である与那国島から台湾東海岸は約 111㎞
の距離にあり、気象条件の良い日には与那国
島から台湾の山並みが見えることもあるそう
です（1） 。2025 年 7 月 25 日にマクドナルド
石垣島店がオープンした際には、与那国島の
最寄りのマクドナルドが台湾から日本国内に
なったと話題になりました。それほど沖縄と
台湾は近接しています。
　36,191 ㎢ の 国 土 面 積（ 九 州 の 面 積 は
42,191㎢）に約 2,340 万人の人々が暮らして
おり（2）、これは九州よりやや小さい島に 2 倍
近くの人口が密集していることになります（九
州 7 県の人口は 1,248 万人（3））。
　台湾ではさまざまな言葉が使われています。
学校教育や公的機関で使われているのは「國
語」や「台湾華語」と呼ばれる北京語をベー
スとした中国語ですが、中国の標準中国語（「普
通話」と呼ばれます）と台湾華語にはさまざ
まな違いがあります。中国普通話では簡略化
された漢字である「簡体字」が使われている

のに対して、台湾華語では古くから使われて
きた漢字とほぼ同じ形である「繁体字」が使
われているほか、発音や単語などにも違いが
あります。台湾華語以外にも、福建省あたり
にルーツをもつ人たちが使う台湾語や、広東
省・江西省などにルーツをもつ客家の人たち
が使う客家語、古くから台湾に住んでいた人
たちが使う原住民族諸語なども話されていま
す。
　 通 貨 は 新 台 湾 ド ル で、NT$ や TWD、 圓、
元などと表記されます。1NT$ ＝ 4.86 日本円

（2025.08.20 現在）ですので、日本円に換算
する場合は約 5 倍するとわかりやすいかもし
れません。
　旅行や出張などで台湾を訪れる際は参考に
してみてください。

 ２. 経済動向 
　近年の台湾経済は堅調に推移しています。
独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ）
が 2025 年 7 月 2 日に公開した「台湾の貿易
投資年報」によると、2024 年の台湾の実質
GDP 成長率は 4.8％となり、前年の 1.1％か
ら 3.7 ポイント上昇しました。内需は、賃金
および株価の上昇による所得増の影響を受け、
小売りや飲食業が好調だったほか、人工知能

（AI）など新興科学技術応用の需要が引き続き
旺盛であることから企業の投資意欲も高く、
機械設備・建設プロジェクト・知的財産関連
への投資が伸びるなど、設備投資の需要が牽
引しました。外需は、AI 関連および情報通信
機器の輸出が好調に推移しました。
　台湾の国家予算・財政業務・統計業務を所
轄する機関である行政院主計総処は、2025
年通年の実質 GDP 成長率の予測値について、
2025 年 5 月時点で 3.1％と予測しています。
　アメリカのトランプ政権が打ち出している
追加関税政策によって世界経済の不透明性が
増しているものの、内需については、AI 需要
に対応するため半導体企業が積極的に先進プ

レポーター
安慶名 庸

（琉球銀行法人事業部）
則和企業管理顧問有限公司
( ※弊行業務提携先 / 台湾現地コンサ
ルタント会社 ) へ出向中

vol.160

台湾について
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ロセスなどの生産能力を拡充するほか、海外
旅行需要の高まりを受けた航空会社の機体購
入などで、好調に推移すると予測しています。
外需についても、AI および関連する応用技術
が加速度的に広がっており、台湾企業のサプ
ライチェーンも整備されていることから、引
き続き輸出は増加するとの見込みを示してい
ます（4）。

　また、スイスに拠点を置く国際的なビジネ
ススクール・IMD（国際経営開発研究所）が
発表した 2025 年度の「IMD 世界競争力年鑑」
では、評価対象となった 69 ヶ国・地域の中
で台湾は 6 位となっています。IMD 世界競争
力ランキングは、「経済状況（経済パフォーマ
ンス）」「政府の効率性」「ビジネスの効率性」

「インフラ」の 4 大項目に基づき分析・評価が
行われており、項目別で見ると「経済状況（経
済パフォーマンス）」が 10 位、「政府の効率
性」が 8 位、「ビジネスの効率性」が 4 位、「イ
ンフラ」が 10 位となっています。人口 2,000
万人以上の国・地域の中では 5 年連続で世界
１位となり（5）、日本の順位（全体 35 位）と
比較しても台湾の世界的な競争力の高さが伺
えます。

実質GDP成長率の推移（ジェトロより）

ＩＭＤ世界競争力ランキング

基礎的経済指標（ジェトロより）

出所：日本貿易振興機構

出所：国際経営開発研究所
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 ３. 主要産業 
　台湾の国家発展委員会（日本における内閣
官房のような位置づけで経済安全保障、スター
トアップ育成、AI・半導体戦略など、台湾の
成長戦略を担う中枢機関）は、2024 年 9 月
5 日に発表した「5 大信頼産業推進方案」で、

「半導体」「人工知能（AI）」「軍事産業」「セキュ
リティー産業」「次世代通信」の 5 つの産業を
推進すると示しました。
　なかでも「半導体」と「人口知能（AI）」の
2 つの産業をより一層強化するとしており、
半導体については、ファウンドリとパッケー
ジ産業において世界をリードする地位を維持
し、材料および設備の開発にも積極的に取組
み、半導体産業全体の新規生産額を 2 兆 6,000
億新台湾ドル（約 12 兆 6,360 億円、1NT ＄＝
4.86 日本円、2025.08.20 現在）に増加させ
るとしています。また、人工知能（AI）につ
いては、デジタル発展部が国家発展基金と連
携して関連産業への 100 億新台湾ドルの投資
プロジェクトを企画。新たなスマート省エネ
データセンターの建設や国際協力を通じて、
世界の AI 分野における台湾の影響力を高めて
いくとしています（6）。

　日本国内でも、半導体受託生産の世界最大
手である台湾積体電路製造（TSMC）が熊本県
菊陽町に工場を建設したことで注目を集めま
した。年内には第 2 工場の着工が予定されて
います。台湾における半導体関連業界はしば
らく好況が続きそうです。

 最後に 
　今回は台湾について概説いたしました。次
回以降も台湾に関する情報をさまざまな視点
からお伝えしてまいりますので、本連載を通

じて沖縄から最も近い外国である台湾をより
身近に感じていただけると幸いです。
　琉球銀行では則和企業管理顧問有限公司と
提携して、台湾でのビジネス展開をサポート
しています。海外における販路開拓や製造委
託、資材調達などにご関心をお持ちでしたら、
取引店舗もしくは最寄り店舗にご相談くださ
い。もちろん私に直接ご連絡いただいてもかま
いません。どうぞよろしくお願いいたします。

参考文献：
（1） 与 那 国 町． 与 那 国 島 に つ い て．2024.04.25．

https ://www.town.yonaguni .ok inawa . jp/
docs/2018042500011/about.html　

（2）公益財団法人日本台湾交流協会．台湾に関する
基礎知識．2025.08.25．

　　ht tps : / /www.ko ryu . o r . j p /pub l i c a t i ons/
knowledge/　

（3） 日 本 経 済 新 聞． 九 州 の 24 年 人 口、0.7 ％ 減
1248 万人 宮崎県は社会増に．2025.04.14．

　　https://www.nikkei.com/article/DGXZQOJC　
143830U5A410C2000000/　

（4）独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ）．台
湾の貿易投資年報．2025.07.02．

　　https://www.jetro.go.jp/world/asia/tw/gtir/　
（5） 台 北 駐 日 経 済 文 化 代 表 処．2025 年 IMD 世 界

競 争 力 ラ ン キ ン グ、 台 湾 は 世 界 6 位 に 躍 進．
2025.06.18．

　　https://www.roc-taiwan.org/jp_ja/post/104　
805.html　

（6）行政院．五大信頼産業推進方案．2024.09.05．
　　https://www.ey.gov.tw/Page/448DE008087A　

1971/6adcf735-0357-45f4-84cb-a0500fed　
31cb　

則和企業管理顧問有限公司
( ※琉球銀行 業務提携先 / 安慶名赴任先 )
TEL：+81-(0)80-9853-0794（日本）
　　   +886-(0)988-958-295（台湾）
Email：you_agena@pr.ryugin.co.jp

五大信頼産業推進方案（國家發展委員會より）

出所：行政院
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基礎研究から食料安全保障へ
　これらの結果から、研究チームは、より多
くの科学者がゲノムに関する知見を活用す
ることで、共生に関与する遺伝子の研究が
さらに進展することを期待しています。ア
ミテージ准教授は次のように締めくくって
います。「私たちの目標は、この研究が一つ
の道しるべとなり、窒素固定作物の開発を
通じて、食料安全保障などの地球規模の課
題に取り組むための指針となることです。
植物と微生物の共生関係は、その仕組みや
理由が解明できれば、数多くの可能性が広
がります。アゾラの例は、共生関係が極めて
密接で、最も極端な事例の一つです」

　今年、生命科学分野のトップ10のひとつと
して選ばれたのが、2017年からOISTタンパ
ク質工学・進化ユニットを率いるパオラ・ラウ
リーノ准教授による研究プロジェクト「海洋
微生物の生存戦略」です（対象論文：
https://www.nature.com/articles/s41586-
024-07924-w Nature, 2024）。この研究で
は、地球上で最も多く存在する海洋細菌
「SAR11」が、栄養の乏しい環境下で生き延び
るために、超高親和性の輸送体を用いて炭素
源を効率的に取り込んでいることを分子レベ
ルで解明しました。さらに、SAR11が利用す
る栄養素の地球規模での取り込みパターンも
明らかにしています。
　ラウリーノ准教授は、「私たちの実験によ

り、SAR11細菌が栄養の乏しい環境で生き延
びるために使っている輸送タンパク質の特異
な性質が明らかになりました。これは、ゲノム
データだけでは見えてこなかった知見です。
SAR11が炭素や硫黄の交換など、地球規模の
栄養循環に中心的な役割を果たしていること
はすでに知られていましたが、輸送タンパク
質を網羅的にマッピングすることで、この微
生物がこれらの重要なプロセスにどのように
関与し、影響を与えているのかが、より明確に
理解できるようになりました」と語っていま
す。
　この成果は、微生物が地球規模の生物地球
化学サイクルをどのように形成しているかを
理解するうえで重要な手がかりとなり、環境

　「アゾラは非常に興味深い植物です。成長
が早く、ほぼすべての大陸に分布していま
す。微生物との共生によって窒素固定能力に
優れているため、バイオ肥料や家畜飼料のタ
ンパク源として研究されてきました。さらに
興味深いのは、約5000万年前の地球寒冷化
の時期の化石サンプルから、大量のアゾラの
胞子が発見されたことです。この時期は、二
酸化炭素濃度の低下により大気が冷却され

たと考えられており、アゾラは二酸化炭素隔
離（カーボンキャプチャー）の可能性を持つ
植物としても調査が進められています」と、
本研究の著者で、OIST統合群集生態学ユ
ニットを率いるディヴィッド・アミテージ准
教授は説明しています。

における快挙となります。
　Falling Walls Foundationは、各カテゴ
リーのトップ10名の中から「2025年 サイエ
ンス・ブレークスルー・オブ・ザ・イヤー」を9
月16日に発表予定です。最終選出者は、11月
9日にベルリンで開催されるFalling Wallsサ
イエンス・サミットにてプレゼンテーション
を行います。

モデリングや修復戦略、栄養素捕捉システム
の設計に新たな視点を提供します。また、シス
テム生物学や合成生物学の新たなフロンティ
アを切り開き、気候変動、生態系管理、分子技
術革新に長期的な影響を与える可能性を秘め
ています。
　2023年の物理学部門でのケシャヴ・ダニ准
教授の選出に続き、OISTの研究者による2回
目のFalling Walls Science Breakthrough 

窒素生産に長けていることから、食料安全
保障の観点でも注目されています。共生シ
アノバクテリアを作物に導入することで、
栄養供給を支援できる可能性があるので
す。

共生がもたらす遺伝的影響
　研究チームは、共生型の T. azollae シア
ノバクテリアと、自由生活性の近縁シアノ
バクテリアを比較することで、共生がゲノ
ムに与える影響を調べました。その結果、共
生型のゲノムが極端に崩壊した状態になっ
ていることを発見しました。このことが、共
生型が宿主植物の外では生きられなくなっ
た理由を説明できる可能性があります。「共
生型では、自由生活性に比べ、機能する遺伝
子よりも、偽遺伝子の方が多く見られまし
た。30～50％の遺伝子が失われていたので
す」と、アミテージ准教授は説明します。
　このような遺伝子の崩壊の原因を突き止
めるには、自然選択や、重要な機能を担う遺
伝子にかかる進化的圧力を考えることが有
効です。遺伝子に突然変異が起こったとき
に、それが生存に有益である場合、または有
害である場合、自然選択によって選択され
たり除去されたりする可能性があります。
これらの偽遺伝子は、例えば遺伝子の機能
が不要になった場合など、選択圧が弱まっ
たときに発生すると考えられています。突
然変異は蓄積され、最終的に遺伝子が機能
しなくなり、いわゆる「偽遺伝子」となりま
す。より長い進化の期間にわたって、このよ
うな偽遺伝子は除去される可能性があり、
結果としてゲノム全体の縮小が生じます。
　研究チームは、共生型とその自由生活性
の近縁種の間で異なる進化を遂げた機能に

　研究チームが注目したのは、アゾラの葉に
ある小さな空洞「葉のポケット」に棲む微生
物群集です。どの細菌がどのアゾラ種に存在
しているのか、どのような共生関係があるの
か、そして共生細菌は自由生活性の近縁種と
比べて進化がどのように異なるのか？――
これらの疑問に答えることで、アゾラの基本
的な理解を深めるとともに、微生物生態学や
分子工学の新たな研究分野を切り拓くこと
を目指しました。

共生微生物と自由生活性微生物の分離
　研究チームがまず明らかにしようとした
のは、シダの葉のポケットの中にどんな微生
物がいて、どのように共生しているのかとい
うことでした。これまで世界中で行われた野
外調査で、アゾラの葉のポケットには多様な
細菌が存在することが報告されていました
が、今回の研究では、シアノバクテリア（藍
藻）の一種 Trichormus azollae (T. azollae) 
のみが、真の共生生物であることが確認され
ました。
　多様なアゾラから葉のポケットのサンプ
ルを採取し、微生物のゲノムを再構築した結
果、すべての葉のポケットに存在するのはT. 
azollaeのみであることが判明し、これがこ
の植物の唯一の共生細菌であることが示さ
れました。「一部のサンプルで他の細菌が検
出されましたが、これらは一時的に存在して
いただけと推測されます」とアミテージ准教
授は話します。
　この発見を受けて、研究チームは T. azol-
lae を詳細に調べることにしました。シアノ
バクテリアは多様な植物と共生関係を築き、

関連する遺伝子を特定しました。それらは、
「接着」「細胞内輸送」「分泌」「小胞輸送」に関
連する遺伝子で、共生型において、より高い
発現量と存在量が予測されました。これらの
遺伝子は、シアノバクテリアが葉のポケット
内に定着し、窒素固定を通じて宿主に利益を
もたらす可能性があります。一方で、「防御機
構」「ストレス応答」「複製」「修復」に関連する
遺伝子は、選択圧が弱まったためか、偽遺伝
子化していることが示されました。これは、
ポケット内に生息する共生細菌が、ストレス
のない環境下にあったことを示唆していま
す。

※沖縄科学技術大学院大学のHPから
許可を得て転載した記事です。

～沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて～

OISTのパオラ・ラウリーノ准教授が、生命科学分野で「Falling Walls Science Breakthrough」の
ファイナリストに選出

1. 地球上で最も豊富に存在する海洋細菌の生存戦略の分子メカ
　 ニズム理解で、生命科学にパラダイムシフトをもたらす

沖縄科学技術大学院大学（OIST）のパオラ・ラウリーノ准教授が、ドイツのFalling Walls Foun-
dationが主催する「Falling Walls Science Breakthrough」の生命科学部門において、世界の
トップ10名の研究者の一人に選ばれました。
Falling Walls Foundationは、科学と社会をつなぐことを目的に、毎年世界中から革新的な研究
成果を選出しています。生命科学、物理学、工学・技術など9つのカテゴリーにおいて、社会課題の
解決につながる可能性を持つ科学的ブレークスルーを表彰しています。

新時代の教育研究を切り拓く

　植物と微生物は、栄養や住処を互いに提供し合う共生関係を築くことが多くあります。こうし
た共生の仕組みを理解し、応用することは、食料安全保障、炭素回収、生態系の再生といった地球
規模の課題に取り組む上で重要な一歩となります。この度、沖縄科学技術大学院大学（OIST）の
研究チームは、現在注目の集まるアカウキクサ属のシダ植物「アゾラ」における微生物群集とそ
の共生関係について詳細な研究を行い、新たな知見を明らかにしました。研究成果は、科学誌
『The ISME Journal』に掲載されました。

共生細菌と自由生活性細菌を比較することで、宿主への適応がゲノムに与える影響が明らかに
なりました。

2. 地球規模の課題解決に向けて注目の集まるシダ植物と微生物の
　 共生メカニズムを解明
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り、SAR11細菌が栄養の乏しい環境で生き延
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生物がこれらの重要なプロセスにどのように
関与し、影響を与えているのかが、より明確に
理解できるようになりました」と語っていま
す。
　この成果は、微生物が地球規模の生物地球
化学サイクルをどのように形成しているかを
理解するうえで重要な手がかりとなり、環境

　「アゾラは非常に興味深い植物です。成長
が早く、ほぼすべての大陸に分布していま
す。微生物との共生によって窒素固定能力に
優れているため、バイオ肥料や家畜飼料のタ
ンパク源として研究されてきました。さらに
興味深いのは、約5000万年前の地球寒冷化
の時期の化石サンプルから、大量のアゾラの
胞子が発見されたことです。この時期は、二
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たと考えられており、アゾラは二酸化炭素隔
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　Falling Walls Foundationは、各カテゴ
リーのトップ10名の中から「2025年 サイエ
ンス・ブレークスルー・オブ・ザ・イヤー」を9
月16日に発表予定です。最終選出者は、11月
9日にベルリンで開催されるFalling Wallsサ
イエンス・サミットにてプレゼンテーション
を行います。

モデリングや修復戦略、栄養素捕捉システム
の設計に新たな視点を提供します。また、シス
テム生物学や合成生物学の新たなフロンティ
アを切り開き、気候変動、生態系管理、分子技
術革新に長期的な影響を与える可能性を秘め
ています。
　2023年の物理学部門でのケシャヴ・ダニ准
教授の選出に続き、OISTの研究者による2回
目のFalling Walls Science Breakthrough 

窒素生産に長けていることから、食料安全
保障の観点でも注目されています。共生シ
アノバクテリアを作物に導入することで、
栄養供給を支援できる可能性があるので
す。

共生がもたらす遺伝的影響
　研究チームは、共生型の T. azollae シア
ノバクテリアと、自由生活性の近縁シアノ
バクテリアを比較することで、共生がゲノ
ムに与える影響を調べました。その結果、共
生型のゲノムが極端に崩壊した状態になっ
ていることを発見しました。このことが、共
生型が宿主植物の外では生きられなくなっ
た理由を説明できる可能性があります。「共
生型では、自由生活性に比べ、機能する遺伝
子よりも、偽遺伝子の方が多く見られまし
た。30～50％の遺伝子が失われていたので
す」と、アミテージ准教授は説明します。
　このような遺伝子の崩壊の原因を突き止
めるには、自然選択や、重要な機能を担う遺
伝子にかかる進化的圧力を考えることが有
効です。遺伝子に突然変異が起こったとき
に、それが生存に有益である場合、または有
害である場合、自然選択によって選択され
たり除去されたりする可能性があります。
これらの偽遺伝子は、例えば遺伝子の機能
が不要になった場合など、選択圧が弱まっ
たときに発生すると考えられています。突
然変異は蓄積され、最終的に遺伝子が機能
しなくなり、いわゆる「偽遺伝子」となりま
す。より長い進化の期間にわたって、このよ
うな偽遺伝子は除去される可能性があり、
結果としてゲノム全体の縮小が生じます。
　研究チームは、共生型とその自由生活性
の近縁種の間で異なる進化を遂げた機能に

　研究チームが注目したのは、アゾラの葉に
ある小さな空洞「葉のポケット」に棲む微生
物群集です。どの細菌がどのアゾラ種に存在
しているのか、どのような共生関係があるの
か、そして共生細菌は自由生活性の近縁種と
比べて進化がどのように異なるのか？――
これらの疑問に答えることで、アゾラの基本
的な理解を深めるとともに、微生物生態学や
分子工学の新たな研究分野を切り拓くこと
を目指しました。

共生微生物と自由生活性微生物の分離
　研究チームがまず明らかにしようとした
のは、シダの葉のポケットの中にどんな微生
物がいて、どのように共生しているのかとい
うことでした。これまで世界中で行われた野
外調査で、アゾラの葉のポケットには多様な
細菌が存在することが報告されていました
が、今回の研究では、シアノバクテリア（藍
藻）の一種 Trichormus azollae (T. azollae) 
のみが、真の共生生物であることが確認され
ました。
　多様なアゾラから葉のポケットのサンプ
ルを採取し、微生物のゲノムを再構築した結
果、すべての葉のポケットに存在するのはT. 
azollaeのみであることが判明し、これがこ
の植物の唯一の共生細菌であることが示さ
れました。「一部のサンプルで他の細菌が検
出されましたが、これらは一時的に存在して
いただけと推測されます」とアミテージ准教
授は話します。
　この発見を受けて、研究チームは T. azol-
lae を詳細に調べることにしました。シアノ
バクテリアは多様な植物と共生関係を築き、

関連する遺伝子を特定しました。それらは、
「接着」「細胞内輸送」「分泌」「小胞輸送」に関
連する遺伝子で、共生型において、より高い
発現量と存在量が予測されました。これらの
遺伝子は、シアノバクテリアが葉のポケット
内に定着し、窒素固定を通じて宿主に利益を
もたらす可能性があります。一方で、「防御機
構」「ストレス応答」「複製」「修復」に関連する
遺伝子は、選択圧が弱まったためか、偽遺伝
子化していることが示されました。これは、
ポケット内に生息する共生細菌が、ストレス
のない環境下にあったことを示唆していま
す。

※沖縄科学技術大学院大学のHPから
許可を得て転載した記事です。

～沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて～

OISTのパオラ・ラウリーノ准教授が、生命科学分野で「Falling Walls Science Breakthrough」の
ファイナリストに選出

1. 地球上で最も豊富に存在する海洋細菌の生存戦略の分子メカ
　 ニズム理解で、生命科学にパラダイムシフトをもたらす

沖縄科学技術大学院大学（OIST）のパオラ・ラウリーノ准教授が、ドイツのFalling Walls Foun-
dationが主催する「Falling Walls Science Breakthrough」の生命科学部門において、世界の
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成果を選出しています。生命科学、物理学、工学・技術など9つのカテゴリーにおいて、社会課題の
解決につながる可能性を持つ科学的ブレークスルーを表彰しています。
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　 共生メカニズムを解明
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沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて

基礎研究から食料安全保障へ
　これらの結果から、研究チームは、より多
くの科学者がゲノムに関する知見を活用す
ることで、共生に関与する遺伝子の研究が
さらに進展することを期待しています。ア
ミテージ准教授は次のように締めくくって
います。「私たちの目標は、この研究が一つ
の道しるべとなり、窒素固定作物の開発を
通じて、食料安全保障などの地球規模の課
題に取り組むための指針となることです。
植物と微生物の共生関係は、その仕組みや
理由が解明できれば、数多くの可能性が広
がります。アゾラの例は、共生関係が極めて
密接で、最も極端な事例の一つです」

　「アゾラは非常に興味深い植物です。成長
が早く、ほぼすべての大陸に分布していま
す。微生物との共生によって窒素固定能力に
優れているため、バイオ肥料や家畜飼料のタ
ンパク源として研究されてきました。さらに
興味深いのは、約5000万年前の地球寒冷化
の時期の化石サンプルから、大量のアゾラの
胞子が発見されたことです。この時期は、二
酸化炭素濃度の低下により大気が冷却され

たと考えられており、アゾラは二酸化炭素隔
離（カーボンキャプチャー）の可能性を持つ
植物としても調査が進められています」と、
本研究の著者で、OIST統合群集生態学ユ
ニットを率いるディヴィッド・アミテージ准
教授は説明しています。

窒素生産に長けていることから、食料安全
保障の観点でも注目されています。共生シ
アノバクテリアを作物に導入することで、
栄養供給を支援できる可能性があるので
す。

共生がもたらす遺伝的影響
　研究チームは、共生型の T. azollae シア
ノバクテリアと、自由生活性の近縁シアノ
バクテリアを比較することで、共生がゲノ
ムに与える影響を調べました。その結果、共
生型のゲノムが極端に崩壊した状態になっ
ていることを発見しました。このことが、共
生型が宿主植物の外では生きられなくなっ
た理由を説明できる可能性があります。「共
生型では、自由生活性に比べ、機能する遺伝
子よりも、偽遺伝子の方が多く見られまし
た。30～50％の遺伝子が失われていたので
す」と、アミテージ准教授は説明します。
　このような遺伝子の崩壊の原因を突き止
めるには、自然選択や、重要な機能を担う遺
伝子にかかる進化的圧力を考えることが有
効です。遺伝子に突然変異が起こったとき
に、それが生存に有益である場合、または有
害である場合、自然選択によって選択され
たり除去されたりする可能性があります。
これらの偽遺伝子は、例えば遺伝子の機能
が不要になった場合など、選択圧が弱まっ
たときに発生すると考えられています。突
然変異は蓄積され、最終的に遺伝子が機能
しなくなり、いわゆる「偽遺伝子」となりま
す。より長い進化の期間にわたって、このよ
うな偽遺伝子は除去される可能性があり、
結果としてゲノム全体の縮小が生じます。
　研究チームは、共生型とその自由生活性
の近縁種の間で異なる進化を遂げた機能に

　研究チームが注目したのは、アゾラの葉に
ある小さな空洞「葉のポケット」に棲む微生
物群集です。どの細菌がどのアゾラ種に存在
しているのか、どのような共生関係があるの
か、そして共生細菌は自由生活性の近縁種と
比べて進化がどのように異なるのか？――
これらの疑問に答えることで、アゾラの基本
的な理解を深めるとともに、微生物生態学や
分子工学の新たな研究分野を切り拓くこと
を目指しました。

共生微生物と自由生活性微生物の分離
　研究チームがまず明らかにしようとした
のは、シダの葉のポケットの中にどんな微生
物がいて、どのように共生しているのかとい
うことでした。これまで世界中で行われた野
外調査で、アゾラの葉のポケットには多様な
細菌が存在することが報告されていました
が、今回の研究では、シアノバクテリア（藍
藻）の一種 Trichormus azollae (T. azollae) 
のみが、真の共生生物であることが確認され
ました。
　多様なアゾラから葉のポケットのサンプ
ルを採取し、微生物のゲノムを再構築した結
果、すべての葉のポケットに存在するのはT. 
azollaeのみであることが判明し、これがこ
の植物の唯一の共生細菌であることが示さ
れました。「一部のサンプルで他の細菌が検
出されましたが、これらは一時的に存在して
いただけと推測されます」とアミテージ准教
授は話します。
　この発見を受けて、研究チームは T. azol-
lae を詳細に調べることにしました。シアノ
バクテリアは多様な植物と共生関係を築き、

関連する遺伝子を特定しました。それらは、
「接着」「細胞内輸送」「分泌」「小胞輸送」に関
連する遺伝子で、共生型において、より高い
発現量と存在量が予測されました。これらの
遺伝子は、シアノバクテリアが葉のポケット
内に定着し、窒素固定を通じて宿主に利益を
もたらす可能性があります。一方で、「防御機
構」「ストレス応答」「複製」「修復」に関連する
遺伝子は、選択圧が弱まったためか、偽遺伝
子化していることが示されました。これは、
ポケット内に生息する共生細菌が、ストレス
のない環境下にあったことを示唆していま
す。世界中からアゾラのサンプルを採取し、実験室で 4～8 か月間

栽培した。写真提供：アミテージ他（2025年）
AとBは、2種類のアゾラに見られる複雑な模様を示している。
Cは、アゾラの葉（赤）と、葉のポケット内に生息するT. 
azollae細菌細胞（緑）の走査型電子顕微鏡画像。
出典：Armitage et al., The ISME Journal, 2025

OISTでは下記のとおり一般見学の受け入れを行っております。
・自由見学－予約不要、毎日9時－17時
・ガイド付き見学－要予約・先着順、平日のみ
詳しくはHPの見学ページ（https://www.oist.
jp/ja/guided-campus-tour）をご覧ください。

見学ページ
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・自由見学－予約不要、毎日9時－17時
・ガイド付き見学－要予約・先着順、平日のみ
詳しくはHPの見学ページ（https://www.oist.
jp/ja/guided-campus-tour）をご覧ください。

見学ページ
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行政情報

※アクセラレーションプログラムの
　詳細については右記 QR コードから
　ご確認ください

     ※社会課題ピッチイベント（セミナー）
　　 のアーカイブ動画等は右記 QR コード
　　 からご視聴できます。

　昨年度より実施している「沖縄型スタートアッ
プ拠点化推進事業（地域課題解決型スタートアッ
プ支援事業）」では、県内の自治体とスタートアッ
プ企業が連携・共創して実施する実証プロジェク
トを推進することで、地域課題の解決・スタート
アップ企業の県内定着を目指しています。
　本事業の取り組みとして、８月６日（水）に東
京都内会場にて、「民間企業との官民共創を見据え
た自治体発の社会課題ピッチイベント」を開催し
ました。当日は、オンラインとのハイブリッド型
で実施し、会場は約 70名の参加、オンラインは
100名以上の視聴があり、盛況のうちに終えるこ
とができました。
　社会課題ピッチイベントでは、県内自治体職員
がスタートアップ企業に向け「行政だけでは対応
が困難な課題」を発信しました。今後は、自治体
の抱える地域課題に対し、企業からの地域課題解
決型事業の提案を募集するアクセラレーションプ
ログラムを実施し、「社会性と経済性の両立」を基
準に審査を行い、入賞企業はさまざまな自治体の
地域課題解決に向けた実証実験を行う予定です。

行政情報
行政情報　

vol.190

■本記事に関するお問い合わせについて
　内閣府沖縄総合事務局経済産業部企画振興課 

TEL：098-866-1727

沖縄総合事務局経済産業部の取り組みについて
地域課題解決型スタートアップ支援事業
【官民共創】自治体発の社会課題ピッチ
イベント

沖縄県こども家庭課沖縄県こども家庭課

竹富町福祉支援課竹富町福祉支援課

豊見城市商工観光課豊見城市商工観光課

R7 年度事例紹介 INNFRA 株式会社R7 年度事例紹介 INNFRA 株式会社
～ピッチイベントの様子～～ピッチイベントの様子～

 https://www.ogb.go.jp/keisan

内閣府　沖縄総合事務局
経済産業部





自治体様

琉球銀行

事業者様 りゅうぎん
総合研究所

自治体様向け
コンサルティングメニュー

官民連携事業化支援

サウンディング実施支援

優先的検討規程策定支援

官民連携勉強会の実施

　　など

官民連携事業のご相談は、

琉球銀行との連携も実施

りゅうぎんグループの各種

ソリューションのご案内

　　など

りゅうぎんグループの
リソースを活用

QR

コード

〒900-0025　沖縄県那覇市壺川1丁目１番地9
りゅうぎん健保会館3階

[TEL]
098-835-4650　[FAX]
098-833-3732

[公式サイト]
www.ryugin-ri.co.jp

[担当者]
仲宗根・宮里・佐喜真

※ご相談は無料です。お気軽にお問い合わせください。

株式会社

りゅうぎん総合研究所

地域に根ざした
ビジネスパートナー

私たちは、県内地銀系コンサルタントとして、

県内自治体様や事業者様等と共創し、官民連携

（PPP/PFI）の事業化を支援いたします。
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勉強会の様子地域デザイン部 勉強会の様子



消費関連
百貨店売上高は、２カ月ぶりに前年を上回った。引き続き免税売上が好調に推移し売上増加に寄与し

た。スーパー売上高は、既存店は気象要因などにより38カ月ぶりに減少し、全店ベースは38カ月連続で
前年を上回った。新車販売台数は、夏の観光シーズンとなりレンタカー登録台数が増加したことなどか
ら８カ月連続で前年を上回った。家電大型専門店販売額（６月）は、２カ月ぶりに前年を下回った。
先行きは、引き続き物価の動向に注視する必要があるものの、旺盛な観光需要を背景に底堅い推移が

見込まれ、回復の動きが強まるとみられる。

公共工事請負金額は、国は増加したが、県、市町村、独立行政法人等・その他は減少したことから３カ月連
続で前年を下回った。建築着工床面積（６月）は、居住用、非居住用ともに減少したことから２カ月連続で前
年を下回った。新設住宅着工戸数（６月）は、給与住宅は増加したが、持家、貸家、分譲は減少したことから２
カ月連続で前年を下回った。県内主要建設会社の受注額は、公共工事、民間工事ともに減少したことから５
カ月連続で前年を下回った。建設資材関連では、セメントは５カ月ぶりに前年を下回り、生コンは２カ月ぶ
りに前年を下回った。鋼材売上高は３カ月連続で前年を下回り、木材売上高は２カ月ぶりに前年を下回った。
　先行きは、大型工事の受注に一服感がみられ、資材価格の高止まりや人手不足、工期の長期化などを背

景に、回復の動きが鈍化するものとみられる。

建設関連

入域観光客数は、44カ月連続で前年を上回った。国内客は13カ月連続で増加し、外国客は34カ月連続
で増加した。県内主要ホテルは、稼働率は16カ月連続で前年を上回り、売上高、宿泊収入はともに14カ月
連続で前年を上回った。主要観光施設入場者数は41カ月連続で前年を上回った。ゴルフ場は、入場者数
は２カ月ぶりに減少し、売上高は２カ月連続で前年を上回った。一部では大阪・関西万博に流れる動き
もみられたが、堅調な国内観光需要や外国客の増加により、引き続き好調に推移した。
先行きは、外国からの訪日意欲が高く外国客の増加が見込まれること、秋の行楽シーズンに向けて国

内客の増加も予想されることから、拡大の動きが強まるとみられる。

観光関連

新規求人数は、前年同月比4.5％減となり３カ月連続で前年を下回った。産業別にみると、生活関連
サービス業・娯楽業、サービス業（他に分類されないもの）、宿泊業・飲食サービス業などで減少した。有
効求人倍率（季調値）は1.12倍で、前月と同水準となった。完全失業率（季調値）は2.9％と、前月から0.1ポ
イント低下した。
消費者物価指数は、前年同月比3.2％の上昇となり47カ月連続で前年を上回った。生鮮食品を除く総

合は同3.3％の上昇となり、生鮮食品及びエネルギーを除く総合は同4.0％の上昇となった。
倒産件数は８件で前年同月から４件増加した。負債総額は８億9,100万円で、前年同月比18.9％減と

なった。

雇用関連・その他

●りゅうぎん調査●

消費関連は、節約志向が継続しているものの、旺盛な観光需要を背景に回復の動きが

強まっていること、建設関連は、資材価格の高止まりや人手不足により、回復に一服感

が出ていること（下方修正）、観光関連は、国内外ともに旅行需要が好調に推移し、拡大

の動きが強まっていること、総じて県内景気は緩やかに拡大している（判断据置）。

先行きは、旺盛な観光需要にけん引され底堅い推移が見込まれることから、引き続き

緩やかに拡大するとみられる。

景気は、緩やかに拡大している（23カ月連続）

県 内 の

景気
動向

概況 2025年7月
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消費関連では、百貨店売上高は前年を上回る

観光関連では、入域観光客数は前年を上回る
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（注）家電大型専門店販売額、広告収入は25年6月分。数値は前年比（％）。
　　ホテル稼働率（％ポイント）、企業倒産件数（件）は前年差。Pは速報値。

（注）家電大型専門店販売額、広告収入は25年4月～25年7月分。数値は前年比（％）。
　　ホテル稼働率（％ポイント）は前年差。企業倒産件数（件）は３カ月の累計件数の前年差。Pは速報値。
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出所：りゅうぎん総合研究所

出所：沖縄県自動車販売協会

1 百貨店売上高（前年同月比）

2 スーパー売上高（前年同月比）

出所：りゅうぎん総合研究所
出所：経済産業省商業動態統計調査

3 新車販売台数 （前年同月比）

※棒グラフは品目別寄与度

※棒グラフは車種別寄与度

出所：沖縄県中古自動車販売協会　※登録ベース

4 中古自動車販売台数【登録ベース】（前年同月比）

5 家電大型専門店販売額（前年同月比）

※棒グラフは車種別寄与度

２カ月ぶりに増加
・百貨店売上高は、前年同月比1.8％増と２
カ月ぶりに前年を上回った。
・引き続き免税売上が好調となり売上増加
に寄与したほか、中元早期受注特典の展
開時期の相違（前年：６月、今年：７月）な
どもあり前年を上回った。
・品目別にみると、食料品が同12.3％増、衣
料品が同1.4％減、家庭用品・その他が同
6.3％減、身の回り品が同12.3％減となっ
た。

・スーパー売上高（速報値）は、既存店ベー
スは前年同月比0.3％減と38カ月ぶりに前
年を下回った。
・前年に比べ降雨日・降雨量ともに多く、来
店客数の減少がみられたことなどが影響
した。
・食料品は、節約志向の継続から買上点数
が減少傾向にあるものの、値上げによる
単価上昇などにより同1.0％増となった。
衣料品は、平均気温が低く推移したこと
などから夏物衣料の動きが鈍く同0.1％減、
住居関連は同7.9％減となった。
・全店ベースは同0.6％増と38カ月連続で前
年を上回った。

既存店は38カ月ぶりに減少、
全店は38カ月連続で増加

・中古自動車販売台数（普通自動車及び軽

自動車の合計、登録ベース）は、２万912

台で前年同月比0.9％減と５カ月ぶりに

前年を下回った。

・内訳では、普通自動車が8,621台（前年同

月比0.9％減）、軽自動車が１万2,291台

（同0.9％減）となった。

５カ月ぶりに減少

・家電大型専門店販売額（６月）は、前年同

月比15.0％減と２カ月ぶりに前年を下

回った。

・前年同月は、県による支援策「省エネ家

電買い替え応援キャンペーン」（購入・設

置対象期間：2024年６月～2025年１月

末）の開始に伴い、対象となるエアコン

や冷蔵庫などの売上増加が顕著となり、

その反動減がみられた。

２カ月ぶりに減少

・新車販売台数は4,873台で前年同月比
5.6％増と、８カ月連続で前年を上回った。
・夏の観光シーズンとなり、引き続きレン
タカー登録台数の増加などが全体を押し
上げた。
・車種別にみると、普通自動車（登録車）は
2,824台（前年同月比4.8％増）で、うち普通
乗用車は1,334台（同6.6％増）、小型乗用車
は1,292台（同1.9％増）であった。軽自動車
（届出車）は2,049台（同6.7％増）で、うち軽
乗用車は1,676台（同11.1％増）であった。

８カ月連続で増加
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出所：りゅうぎん総合研究所

出所：沖縄県自動車販売協会

1 百貨店売上高（前年同月比）

2 スーパー売上高（前年同月比）

出所：りゅうぎん総合研究所
出所：経済産業省商業動態統計調査

3 新車販売台数 （前年同月比）

※棒グラフは品目別寄与度

※棒グラフは車種別寄与度

出所：沖縄県中古自動車販売協会　※登録ベース

4 中古自動車販売台数【登録ベース】（前年同月比）

5 家電大型専門店販売額（前年同月比）

※棒グラフは車種別寄与度

２カ月ぶりに増加
・百貨店売上高は、前年同月比1.8％増と２
カ月ぶりに前年を上回った。
・引き続き免税売上が好調となり売上増加
に寄与したほか、中元早期受注特典の展
開時期の相違（前年：６月、今年：７月）な
どもあり前年を上回った。
・品目別にみると、食料品が同12.3％増、衣
料品が同1.4％減、家庭用品・その他が同
6.3％減、身の回り品が同12.3％減となっ
た。

・スーパー売上高（速報値）は、既存店ベー
スは前年同月比0.3％減と38カ月ぶりに前
年を下回った。
・前年に比べ降雨日・降雨量ともに多く、来
店客数の減少がみられたことなどが影響
した。
・食料品は、節約志向の継続から買上点数
が減少傾向にあるものの、値上げによる
単価上昇などにより同1.0％増となった。
衣料品は、平均気温が低く推移したこと
などから夏物衣料の動きが鈍く同0.1％減、
住居関連は同7.9％減となった。
・全店ベースは同0.6％増と38カ月連続で前
年を上回った。

既存店は38カ月ぶりに減少、
全店は38カ月連続で増加

・中古自動車販売台数（普通自動車及び軽

自動車の合計、登録ベース）は、２万912

台で前年同月比0.9％減と５カ月ぶりに

前年を下回った。

・内訳では、普通自動車が8,621台（前年同

月比0.9％減）、軽自動車が１万2,291台

（同0.9％減）となった。

５カ月ぶりに減少

・家電大型専門店販売額（６月）は、前年同

月比15.0％減と２カ月ぶりに前年を下

回った。

・前年同月は、県による支援策「省エネ家

電買い替え応援キャンペーン」（購入・設

置対象期間：2024年６月～2025年１月

末）の開始に伴い、対象となるエアコン

や冷蔵庫などの売上増加が顕著となり、

その反動減がみられた。

２カ月ぶりに減少

・新車販売台数は4,873台で前年同月比
5.6％増と、８カ月連続で前年を上回った。
・夏の観光シーズンとなり、引き続きレン
タカー登録台数の増加などが全体を押し
上げた。
・車種別にみると、普通自動車（登録車）は
2,824台（前年同月比4.8％増）で、うち普通
乗用車は1,334台（同6.6％増）、小型乗用車
は1,292台（同1.9％増）であった。軽自動車
（届出車）は2,049台（同6.7％増）で、うち軽
乗用車は1,676台（同11.1％増）であった。

８カ月連続で増加
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出所：西日本建設業保証株式会社沖縄支店

出所：国土交通省

出所：国土交通省 ※給与は、社宅や宿舎などのこと。

1 公共工事請負金額（前年同月比）

2 建築着工床面積（前年同月比）

3 新設住宅着工戸数（前年同月比）

※棒グラフは発注者別寄与度

※棒グラフは用途別寄与度

※棒グラフは利用関係別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

4 建設受注額 （前年同月比）

5 セメント・生コン（前年同月比）

6 鋼材・木材 （前年同月比）

※棒グラフは発注者別寄与度

・公共工事請負金額は、427億63百万円で前

年同月比5.6％減となり、３カ月連続で前

年を下回った。

・発注者別では、国は同103.5％増となり、県

は同8.6％減、市町村は同3.1％減、独立行

政法人等・その他は同87.1％減となった。

３カ月連続で減少
・建設受注額（調査先建設会社：17社、速報

値）は前年同月比45.8％減と５カ月連続

で前年を下回った。

・発注者別では、公共工事は同49.5％減と

２カ月連続で減少し、民間工事は同

43.8％減と３カ月連続で減少した。

５カ月連続で減少

・セメント出荷量は５万5,294トンとなり、
前年同月比8.1％減と５カ月ぶりに前年
を下回った。
・生コン出荷量は９万5,181㎥で同10.9％
減と２カ月ぶりに前年を下回った。生コ
ン出荷量を出荷先別にみると、公共工事
では、防衛省向けなどが増加し、学校関
連向け、海事工事向けなどが減少した。
民間工事では、ホテル向けなどが増加し、
マンション向け、社屋関連向けなどが減
少した。

・鋼材売上高は、出荷量が減少したこと、

鋼材価格が下落したことなどから前年

同月比13.9％減と３カ月連続で前年を

下回った。

・木材売上高は、出荷量が減少したことな

どから同1.2％減と２カ月ぶりに前年を

下回った。

セメントは５カ月ぶりに減少、
生コンは２カ月ぶりに減少

鋼材は３カ月連続で減少、
木材は２カ月ぶりに減少

・建築着工床面積（６月）は７万3,256㎡で前

年同月比45.2％減と２カ月連続で前年を

下回った。居住用は同31.9％減となり、非

居住用は同61.8％減となった。

・建築着工床面積を用途別（大分類）にみる

と、居住用では居住専用、居住産業併用と

もに減少した。非居住用では、電気・ガス・

熱供給・水道業用などが増加し、飲食店・

宿泊業用、その他サービス業用などが減

少した。

２カ月連続で減少

・新設住宅着工戸数（６月）は644戸で前年

同月比33.1％減と２カ月連続で前年を下

回った。

・利用関係別では、給与住宅（82戸）が同

1,071.4％増となり、持家（106戸）が同

45.9％減、貸家（302戸）が同49.2％減、分譲

（154戸）が同6.1％減となった。

２カ月連続で減少
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出所：西日本建設業保証株式会社沖縄支店

出所：国土交通省

出所：国土交通省 ※給与は、社宅や宿舎などのこと。

1 公共工事請負金額（前年同月比）

2 建築着工床面積（前年同月比）

3 新設住宅着工戸数（前年同月比）

※棒グラフは発注者別寄与度

※棒グラフは用途別寄与度

※棒グラフは利用関係別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

4 建設受注額 （前年同月比）

5 セメント・生コン（前年同月比）

6 鋼材・木材 （前年同月比）

※棒グラフは発注者別寄与度

・公共工事請負金額は、427億63百万円で前

年同月比5.6％減となり、３カ月連続で前

年を下回った。

・発注者別では、国は同103.5％増となり、県

は同8.6％減、市町村は同3.1％減、独立行

政法人等・その他は同87.1％減となった。

３カ月連続で減少
・建設受注額（調査先建設会社：17社、速報

値）は前年同月比45.8％減と５カ月連続

で前年を下回った。

・発注者別では、公共工事は同49.5％減と

２カ月連続で減少し、民間工事は同

43.8％減と３カ月連続で減少した。

５カ月連続で減少

・セメント出荷量は５万5,294トンとなり、
前年同月比8.1％減と５カ月ぶりに前年
を下回った。
・生コン出荷量は９万5,181㎥で同10.9％
減と２カ月ぶりに前年を下回った。生コ
ン出荷量を出荷先別にみると、公共工事
では、防衛省向けなどが増加し、学校関
連向け、海事工事向けなどが減少した。
民間工事では、ホテル向けなどが増加し、
マンション向け、社屋関連向けなどが減
少した。

・鋼材売上高は、出荷量が減少したこと、

鋼材価格が下落したことなどから前年

同月比13.9％減と３カ月連続で前年を

下回った。

・木材売上高は、出荷量が減少したことな

どから同1.2％減と２カ月ぶりに前年を

下回った。

セメントは５カ月ぶりに減少、
生コンは２カ月ぶりに減少

鋼材は３カ月連続で減少、
木材は２カ月ぶりに減少

・建築着工床面積（６月）は７万3,256㎡で前

年同月比45.2％減と２カ月連続で前年を

下回った。居住用は同31.9％減となり、非

居住用は同61.8％減となった。

・建築着工床面積を用途別（大分類）にみる

と、居住用では居住専用、居住産業併用と

もに減少した。非居住用では、電気・ガス・

熱供給・水道業用などが増加し、飲食店・

宿泊業用、その他サービス業用などが減

少した。

２カ月連続で減少

・新設住宅着工戸数（６月）は644戸で前年

同月比33.1％減と２カ月連続で前年を下

回った。

・利用関係別では、給与住宅（82戸）が同

1,071.4％増となり、持家（106戸）が同

45.9％減、貸家（302戸）が同49.2％減、分譲

（154戸）が同6.1％減となった。

２カ月連続で減少

59

県内の景気動向



観光関連

消

費

関

連

建

設

関

連

観

光

関

連

そ

の

他

消

費

関

連

建

設

関

連

観

光

関

連

そ

の

他

1 入域観光客数（実数、前年同月比）

2 入域観光客数【国内客、外国客】（前年同月比）

出所：沖縄県観光政策課

出所：沖縄県観光政策課

3 主要ホテル稼働率・売上高（実数、前年同月比）

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

4 主要ホテル宿泊収入 （前年同月比） ※棒グラフは客室数・単価別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所　（注）調査先は６施設（うち県外客については４施設）からなる。

5 主要観光施設の入場者数（前年同月比）

6 主要ゴルフ場入場者数・売上高（前年同月比）

・入域観光客数は、94万7,800人（前年同月
比3.5％増）となり、44カ月連続で前年を上
回った。
・路線別では、空路は87万9,700人（同6.8％
増）となり44カ月連続で前年を上回った。
海路は６万8,100人（同25.7％減）となり４
カ月ぶりに前年を下回った。

44カ月連続で増加

・主要ホテルの売上高のうち宿泊収入は、
販売客室数（数量要因）が増加、宿泊客室
単価（価格要因）は低下し、前年同月比
1.4％増と14カ月連続で前年を上回った。
・那覇市内ホテルは、販売客室数が増加、
宿泊客室単価も上昇し、同12.7％増とな
り19カ月連続で前年を上回った。
・リゾート型ホテルは、販売客室数が増加、
宿泊単価は低下し、前年同月比で変わら
ずとなった。

14カ月連続で増加

・主要観光施設の入場者数は、前年同月比

6.4％増と41カ月連続で前年を上回った。

・個人や一般団体旅行等が好調に推移し

た。

41カ月連続で増加

・主要ゴルフ場（速報値）の入場者数は、前

年同月比4.2％減と２カ月ぶりに前年を

下回った。

・県内客は２カ月ぶりに前年を下回り、県

外客は５カ月連続で前年を上回った。

売上高は同0.8％増と２カ月連続で前年

を上回った。

・台風や大雨により入場者数は減少した

ものの、単価の引き上げが売上の増加

につながった。

入場者数は２カ月ぶりに減少、
売上高は２カ月連続で増加

・国内客は、70万4,200人（前年同月比1.7％

増）となり、13カ月連続で前年を上回った。

外国客は24万3,600人（同9.2％増）となり、

34カ月連続で増加した。

・航空会社の季節運航や県内各種イベント

等の開催により好調な推移となった。

国内客は13カ月連続で増加、
外国客は34カ月連続で増加

・主要ホテルの客室稼働率は69.2％と前年
同月差1.8％ポイント上昇し16カ月連続で
前年を上回り、売上高は前年同月比1.4％
増となり、14カ月連続で前年を上回った。
・那覇市内ホテルの客室稼働率は72.5％と
同1.9％ポイント上昇し、19カ月連続で前
年を上回り、売上高は同9.8％増と20カ月
連続で前年を上回った。
・リゾート型ホテルの客室稼働率は68.0％
と同1.7％ポイント上昇し、16カ月連続で
前年を上回り、売上高は同0.3％増と２カ
月ぶりに前年を上回った。

稼働率は16カ月連続で上昇、
売上高は14カ月連続で増加
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1 入域観光客数（実数、前年同月比）

2 入域観光客数【国内客、外国客】（前年同月比）

出所：沖縄県観光政策課

出所：沖縄県観光政策課

3 主要ホテル稼働率・売上高（実数、前年同月比）

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

4 主要ホテル宿泊収入 （前年同月比） ※棒グラフは客室数・単価別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所　（注）調査先は６施設（うち県外客については４施設）からなる。

5 主要観光施設の入場者数（前年同月比）

6 主要ゴルフ場入場者数・売上高（前年同月比）

・入域観光客数は、94万7,800人（前年同月
比3.5％増）となり、44カ月連続で前年を上
回った。
・路線別では、空路は87万9,700人（同6.8％
増）となり44カ月連続で前年を上回った。
海路は６万8,100人（同25.7％減）となり４
カ月ぶりに前年を下回った。

44カ月連続で増加

・主要ホテルの売上高のうち宿泊収入は、
販売客室数（数量要因）が増加、宿泊客室
単価（価格要因）は低下し、前年同月比
1.4％増と14カ月連続で前年を上回った。
・那覇市内ホテルは、販売客室数が増加、
宿泊客室単価も上昇し、同12.7％増とな
り19カ月連続で前年を上回った。
・リゾート型ホテルは、販売客室数が増加、
宿泊単価は低下し、前年同月比で変わら
ずとなった。

14カ月連続で増加

・主要観光施設の入場者数は、前年同月比

6.4％増と41カ月連続で前年を上回った。

・個人や一般団体旅行等が好調に推移し

た。

41カ月連続で増加

・主要ゴルフ場（速報値）の入場者数は、前

年同月比4.2％減と２カ月ぶりに前年を

下回った。

・県内客は２カ月ぶりに前年を下回り、県

外客は５カ月連続で前年を上回った。

売上高は同0.8％増と２カ月連続で前年

を上回った。

・台風や大雨により入場者数は減少した

ものの、単価の引き上げが売上の増加

につながった。

入場者数は２カ月ぶりに減少、
売上高は２カ月連続で増加

・国内客は、70万4,200人（前年同月比1.7％

増）となり、13カ月連続で前年を上回った。

外国客は24万3,600人（同9.2％増）となり、

34カ月連続で増加した。

・航空会社の季節運航や県内各種イベント

等の開催により好調な推移となった。

国内客は13カ月連続で増加、
外国客は34カ月連続で増加

・主要ホテルの客室稼働率は69.2％と前年
同月差1.8％ポイント上昇し16カ月連続で
前年を上回り、売上高は前年同月比1.4％
増となり、14カ月連続で前年を上回った。
・那覇市内ホテルの客室稼働率は72.5％と
同1.9％ポイント上昇し、19カ月連続で前
年を上回り、売上高は同9.8％増と20カ月
連続で前年を上回った。
・リゾート型ホテルの客室稼働率は68.0％
と同1.7％ポイント上昇し、16カ月連続で
前年を上回り、売上高は同0.3％増と２カ
月ぶりに前年を上回った。

稼働率は16カ月連続で上昇、
売上高は14カ月連続で増加
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雇用関連・その他

出所：沖縄労働局（就業地別）

（注）有効求人倍率は、2023年12月以前の数値について新季節指数へ遡って改訂した。

（出所）沖縄県

（注1）端数処理の関係で寄与度の合計は前年比と一致しないことがある。

（注2）2020年＝100。

出所：東京商工リサーチ沖縄支店

1 雇用関連 （新規求人数と有効求人倍率）（再掲）

2 消費者物価指数【総合】

3 企業倒産

※棒グラフは品目別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

（出所）沖縄気象台

4 広告収入【マスコミ】（前年同月比） ※棒グラフはメディア別寄与度
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・平均気温は29.0℃で前年同月（30.5℃）よ

り低く、降水量は460.0ｍｍで前年同月

（98.0ｍｍ）より多かった。

・沖縄地方は、上旬から中旬にかけて台風第

４号および第６号の影響、下旬は台風第７

号および第８号の影響を受け、月を通して

曇りや雨の日が多く、大雨や荒れた天気と

なった所もあった。

・平均気温は平年並み、日照時間は平年より

かなり少なく、降水量は平年よりかなり多

かった。

気象：平均気温・降水量【那覇】参考

（注）負債総額1,000万円以上

・新規求人数は、前年同月比4.5％減となり

３カ月連続で前年を下回った。産業別に

みると、生活関連サービス業・娯楽業、

サービス業（他に分類されないもの）、宿

泊業・飲食サービス業などで減少した。有

効求人倍率（季調値）は1.12倍で、前月と同

水準となった。

・労働力人口は77万8,000人で同0.8％減と

なり、就業者数は75万3,000人で同0.5％減

となった。完全失業者数は２万4,000人で

同11.1％減となり、完全失業率（季調値）は

2.9％と、前月から0.1ポイント低下した。

新規求人数は減少、
有効求人倍率（季調値）は同水準

・消費者物価指数は、前年同月比3.2％の上

昇となり、47カ月連続で前年を上回った。

生鮮食品を除く総合は同3.3％の上昇とな

り、生鮮食品及びエネルギーを除く総合

は同4.0％の上昇となった。

・費目別の動きをみると、食料、交通・通信

などで上昇し、教育、光熱・水道などで下

落した。

47カ月連続で上昇

・倒産件数は８件で前年同月から４件増加

した。業種別では、農・林・漁・鉱業が１件、

建設業が２件、小売業が１件、不動産業が

１件、サービス業他が３件となった。

・負債総額は８億9,100万円で、前年同月比

18.9％減となった。

件数は増加、負債総額は減少

・広告収入（マスコミ：６月）は、前年同月比

3.0％増と４カ月ぶりに前年を上回った。

・小売業やレジャー関連の広告需要がみら

れ、前年を上回った。

４カ月ぶりに上昇
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出所：沖縄労働局（就業地別）

（注）有効求人倍率は、2023年12月以前の数値について新季節指数へ遡って改訂した。

（出所）沖縄県

（注1）端数処理の関係で寄与度の合計は前年比と一致しないことがある。

（注2）2020年＝100。

出所：東京商工リサーチ沖縄支店

1 雇用関連 （新規求人数と有効求人倍率）（再掲）

2 消費者物価指数【総合】

3 企業倒産

※棒グラフは品目別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

（出所）沖縄気象台

4 広告収入【マスコミ】（前年同月比） ※棒グラフはメディア別寄与度
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・平均気温は29.0℃で前年同月（30.5℃）よ

り低く、降水量は460.0ｍｍで前年同月

（98.0ｍｍ）より多かった。

・沖縄地方は、上旬から中旬にかけて台風第

４号および第６号の影響、下旬は台風第７

号および第８号の影響を受け、月を通して

曇りや雨の日が多く、大雨や荒れた天気と

なった所もあった。

・平均気温は平年並み、日照時間は平年より

かなり少なく、降水量は平年よりかなり多

かった。

気象：平均気温・降水量【那覇】参考

（注）負債総額1,000万円以上

・新規求人数は、前年同月比4.5％減となり

３カ月連続で前年を下回った。産業別に

みると、生活関連サービス業・娯楽業、

サービス業（他に分類されないもの）、宿

泊業・飲食サービス業などで減少した。有

効求人倍率（季調値）は1.12倍で、前月と同

水準となった。

・労働力人口は77万8,000人で同0.8％減と

なり、就業者数は75万3,000人で同0.5％減

となった。完全失業者数は２万4,000人で

同11.1％減となり、完全失業率（季調値）は

2.9％と、前月から0.1ポイント低下した。

新規求人数は減少、
有効求人倍率（季調値）は同水準

・消費者物価指数は、前年同月比3.2％の上

昇となり、47カ月連続で前年を上回った。

生鮮食品を除く総合は同3.3％の上昇とな

り、生鮮食品及びエネルギーを除く総合

は同4.0％の上昇となった。

・費目別の動きをみると、食料、交通・通信

などで上昇し、教育、光熱・水道などで下

落した。

47カ月連続で上昇

・倒産件数は８件で前年同月から４件増加

した。業種別では、農・林・漁・鉱業が１件、

建設業が２件、小売業が１件、不動産業が

１件、サービス業他が３件となった。

・負債総額は８億9,100万円で、前年同月比

18.9％減となった。

件数は増加、負債総額は減少

・広告収入（マスコミ：６月）は、前年同月比

3.0％増と４カ月ぶりに前年を上回った。

・小売業やレジャー関連の広告需要がみら

れ、前年を上回った。

４カ月ぶりに上昇
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キャッシュレス化の進展でさまざまな決済手段が
ある現代でも、依然としてクレジットカードがシェ
アの大半を占めています。カード払いは旅行や娯楽
だけでなく、生活に密着した場面でも当たり前のよ
うに利用されています。こうした中、公共料金の支
払いでもクレジットカードの導入が広がっていま
す。

電気料金やガス料金については、各電力会社やガ
ス会社の取り組みによりカード払いが広く普及して
います。一方、これまでカード払いが浸透していな
かった自治体の水道料金についても導入するところ
が全国的に増えてきました。沖縄県内では、名護市
が 2024 年 10 月 1 日から水道料金と下水道使用
料のカード継続払いを導入しました。

公共料金のカード払いには、利便性の高さや経済
的メリットがあります。たとえば、窓口での支払い
や振り込み手続きの手間が省ける上、支払い忘れの
防止や定期的な支払いの自動化が可能です。

支払いに応じてカード会社のポイントが還元され
るため、経済的な利点もあります。カード払いに統
一することで利用明細書を通じた支出の把握が容易
になり、家計の可視化にもつながります。その他、
自治体にとっても行政サービスの効率化が図れると
いうメリットがあります。

このように、公共料金のカード払いは多くの利便
性を提供し、生活をより快適にしてくれます。今後
もキャッシュレス化の進展に伴い、さらに多くの自
治体や企業がカード払いを導入することが期待され
ます。

那覇市若狭の旭ヶ丘公園の一角にある「対馬丸
記念館」をご存知でしょうか。同施設は、1944
年８月 22 日の対馬丸事件で犠牲となった子どもた
ちや民間人の悲劇を伝え、二度とこのような悲しみ
を繰り返さないための学びの施設として、2004
年に開館しました。

対馬丸事件とは、政府の疎開命令により子ども
たちやお年寄り、女性など 1788 名を乗せ、長崎
に向けて航行中の「対馬丸」が鹿児島県悪石島沖で
米軍潜水艦の魚雷攻撃によって沈められるという事
件でした。夜間の攻撃で乗船者のほとんどが船倉に
取り残され、脱出に成功した人も接近中の台風の影
響で高波にのまれて、15歳以下の1040名を含む、
1484 名の尊い命が失われました。

館内では事件の全容を学び、犠牲者の氏名や生
存者・遺族の証言、復元された教室や船内、犠牲者
の遺影・遺品を見ることができます。

戦争を経験していない世代が全体の９割近くを
占め、戦争体験者が減る今、戦争の記憶を語り継ぐ
ことはますます重要になっています。対馬丸記念館
は悲惨な沖縄戦の歴史を正しく継承するため、県内
の小学 5・6 年生を対象にした平和継承プログラム
研修を実施しています。事件について学び、生存者
や犠牲者が流れ着いた奄美大島を訪れ、地域の方々
との交流などを目的としています。

犠牲になった子どもたちのことを風化させず、
改めて平和への思いを共有するために「対馬丸記念
館」へ訪れてみてはいかがでしょうか。

対馬丸記念館 公共料金カード払い

琉球銀行　若狭支店長
国吉　誠

琉球銀行　ペイメント事業部　調査役
玉城　達郎

～戦争の歴史 正しく承継～ ～利便性高く経済的決裁～
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沖縄タイムスに掲載のコラム　 [ 注：所属部署、　役職は執筆時のものです。]

「沖縄市東部まつり」は、沖縄市東部 11 自治会
や団体が連携して地域活性化と住民同士の交流を目
的に毎年開催されるお祭りです。地域の小さな催し
として始まりましたが、年々規模が拡大し、今では
来場者数 3 万人と多くの人々が訪れるイベントへ
と成長しました。

魅力は、なんといっても地域の人々が主役であ
ることです。ステージでは、地元小中学生や伝統芸
能団体による演舞やダンスグループの華やかなパ
フォーマンス、フラダンスや青年会による迫力ある
エイサーなど、観客も一体となって盛り上がります。

また、会場内には東部地域を中心に県内から集
まったキッチンカーや屋台が並び、沖縄のソウル
フードから創作料理まで幅広いグルメが楽しめま
す。ハンドメイド雑貨の販売や子ども向けの体験
コーナーも充実しており、家族連れにも大人気です。
地元商店や団体が協力して出店し、2 年前と比較し
て出店数は 2 倍近く増え、売り上げも着実に伸び
るなど地域経済の活性化にもつながっています。

祭りのクライマックスでは潮乃森大花火が夜空
を彩り、参加者に感動を届けます。またライブ配信
も行われ、高齢者など現地へ行けない方にも祭りの
雰囲気が伝わるよう工夫されています。

沖縄市東部まつりは、地域の人々が力を合わせ
て創り上げる温かく活気に満ちたイベントです。今
年も 10 月 19 日に県総合運動公園多目的広場で開
催されます。足を運び、地域の魅力と活気に触れて
みてはいかがでしょうか。

沖縄市東部まつり

琉球銀行　泡瀬支店長
具志堅　敦

～出店数増え 3 万人来場～

最近、職場で「若手がなかなか育たない」「教えて
もピンと来ていない気がする」といった声を耳にし
ませんか？

実はそれ、教える側の“やり方”が少し時代とズ
レているのかもしれません。

育児支援の充実や外国人の在留資格の整備などに
より、働く人と環境はますます多様化しています。
さまざまな背景を持つ人が集まる現代は、一人一人
の「個」がしっかりと輝ける時代です。

そこで注目したいのが、「教える（ティーチング）」
だけに頼らない、「コーチング」という育て方です。コー
チングとは、単に知識を伝えるのではなく、「答えは
自分の中にある」という前提で、対話を通じて気づ
きを引き出す方法です。

ポイントは①途中で口を挟まず、うなずきながら
話を聞くこと（傾聴）②「どう思う？」「どうしたい？」
など考えたくなる問いを投げかけること（質問）③「よ
く考えたね」「その視点は面白いね」と頑張りを具体
的に認めること（承認）の三つです。 

このスタイルなら、本人の中にある答えや可能性
を、会話を通して引き出せます。その結果「やらさ
れている」ではなく「自分で気づく」「やってみたい」
という前向きな気持ちが育ちます。特に「答えは自
分の中にある」という考え方は、自己理解を深めた
い Z 世代にも響くはずです。

伸びしろもやる気も、教え方次第です。「対話力を
高め、話を聞き、認め、応援する」。そんな関わり方が、
未来の人材を育てるカギになるでしょう。

対話で育てるコーチング 

琉球銀行　事務統括部　上席調査役
池田　昌美

～答えや可能性 引き出す～
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学びバンク

昨今、契約書関係の電子化が進んでいます。契
約書の作成から送付、押印といった契約に関わるプ
ロセスをクラウド上で完結できる仕組みを電子契約
といいます。

これまで主流であった書面契約の場合、印紙貼
付や郵送手続きなど、契約締結に至るさまざまなプ
ロセスが必要でした。しかし、業務効率化や、リモー
トワークの普及でペーパーレス化が進む中、多くの
企業や個人事業主、行政機関が電子契約へ移行し、
利用範囲は年々拡大しています。

電子契約を利用する際は、書面契約書と同等の
法的効力を持たせるために、主に「電子署名法」と「電
子帳簿保存法」という法律で定められた要件を満た
す必要があります。また、一部の契約では、書面作
成が義務付けられているため、知らずに電子化して
しまうと契約が無効になる可能性もあります。

導入検討の際は、システムが法的要件を満たし
ていることや、自社で扱う契約書の種類が電子化可
能かを確認しておくことが重要です。

また、電子契約での締結は取引先の協力があっ
て初めて成り立ちます。紙でのやり取りに慣れた相
手からすると、新しい方法に不安を感じるかもしれ
ません。そのため一方的に電子化を求めるのではな
く、契約がスピードアップする、コストが減るといっ
た相手方のメリットも丁寧に伝え、理解を求める姿
勢が大切です。

場合によっては、書面契約を電子契約と一緒に
一元管理するための事務手順や契約書の保管方法な
ど、事務体制を整えることも必要です。

電子契約

琉球銀行　総務部　上席調査役
知花　美奈子

～法的要件の確認が重要～
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経営情報
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太陽グラントソントン

売上高100億円を目指す企業への支援

　経営情報　　　　　　提供：太陽グラントソントン税理士法人

このニュースレターのバックナンバーはホームページにてご覧になれます。http:// www.grantthornton.jp 
© Grant Thornton Japan. All rights reserved.

売上高 100 億円を目指す企業については高いレベルでの外需獲得等に貢献するとして、税制優遇や

補助金による支援が行われています。

経営力向上計画による税制優遇(経営規模拡大設備：E 類型) 

中小企業経営強化税制について、2025 年度税制改正により適用期間が 2027 年 3 月まで延長されまし

た。延長に伴い、100 億円を目指す企業による設備投資に対する支援措置(E 類型)が拡充されました。

1.  中小企業経営強化税制の概要

概要
事業分野ごとの主務大臣から受ける経営力向上計画の認定に基づき、中小企業等が取得

する一定の設備(A,B,D,E 類型の 4 類型)について、税制優遇を受けられる。

類型
A 類型：生産性向上設備 B 類型：収益力強化設備

D 類型：経営資源集約化設備 E 類型：経営規模拡大設備

対象法人 青色申告書を提出する中小企業者等(資本金の額が 1 億円以下の法人等)

税制優遇

即時償却又は税額控除(取得価額の 7%又は 10％) 

※ E類型の建物及び附属設備は特別償却(取得価額の 15％)又は税額控除(取得価額の 1％)
前年度比の賃上げ増加率に応じて償却率・控除率の増加あり

2.  経営規模拡大設備(E 類型)の認定要件と対象資産

認定要件 対象資産

・設備投資による投資利益率(※)が年平均 7％以上

※「営業利益＋減価償却費」の増加額÷設備投資額

・売上高 100 億円超を目指すロードマップの作成

・売上高成長率年平均 10%以上を目指すこと

・「100 億宣言(注)」を行っていること 等

・機械装置(160 万円以上)

・工具、器具備品(30 万円以上)

・ソフトウェア(70 万円以上)

・建物及びその附属設備(1,000 万円以上)

(注)「売上高 100 億円」という目標を設定し、その実現に向けた取組みを行う宣言を、中小企業庁が運

営する「100 億企業成長ポータル」（https://growth-100-oku.smrj.go.jp/, 2025 年 8 月 1 日取得）にて行

うこと。前年度売上高 10 億円以上 90 億円未満の企業が登録可能。

積極的な投資を行う企業に対する補助金

補助金名 要件 補助上限額(率) 運営

中小企業成長

加速化補助金

・「100 億宣言」を行う投資額 1 億円以上の中小企業

・賃上げ要件を満たす 5 年程度の事業計画の策定等

最大 5 億円

(補助率 1/2)

中小

企業庁

中堅・中小成

長投資補助金

・投資額 10 億円以上の中堅・中小企業

・一定の賃上げ要件を満たすこと 等

最大 50 億円

(補助率 1/3)

経済

産業省

お見逃しなく！

E 類型は、建物及びその附属設備が税制優遇の対象資産となっています。ただし、建物のみを取得し

た場合は対象とならず、対象となるためには生産性向上に資する設備(機械装置、器具備品等)の導入と

併せて新増設される場合に限られます。
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沖縄県内の主要金融経済指標

注 )県内金融機関の預金残高は、19年 2月分より日本銀行（本店）ホームページ上で公表している県内預金合計に遡及改訂した。

注 ) 鉱工業生産指数は暦年ベース。暦年値、前年比は原指数の増減率。　2024 年 11月より 2020 年＝100に改定された。

注 ) 貿易概況は、暦年ベース。

注) 銀行券増減は、端数調整により一致しない場合がある。

注) 貸出金利は、暦年ベース。
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■令和６年
３月 No.653 経営トップに聞く　株式会社レイメイコンピュータ
（RRI no.212） 企業探訪　株式会社立神鐵工所
 特集1 沖縄県内におけるカーシェアリング市場の動向
 特集2 労働基準法改正が県内企業に及ぼす影響
          （2024年問題）

４月 No.654 経営トップに聞く　ニッシン株式会社
（RRI no.213） 特集 台湾における自転車利用促進に向けた取組み

５月 No.655 経営トップに聞く　琉球スポーツアカデミー株式会社
（RRI no.214） 特集1 宮古島市の観光と水問題について
 特集2 沖縄県のデジタルツイン実現に向けた３D
　　　　　　　　　  都市モデル整備と活用促進
 特集3 2023年度の沖縄県経済の動向

６月 No.656 経営トップに聞く　学校法人興南学園
（RRI no.215） 企業探訪　株式会社琉佐美
 特集1 沖縄県の主要経済指標 

７月 No.657 経営トップに聞く　株式会社日進商会
（RRI no.216） 特集1 ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ 
 　　　メント開催が沖縄にもたらす効果
 特集2 県産品利用実態アンケート調査にみる製造
 　　　業振興に向けた課題と提言

８月 No.658 経営トップに聞く　株式会社フードリボン
（RRI no.217） 特集1 沖縄県におけるスポーツツーリズムの実態調査
 特集2 沖縄県内における2024年プロ野球
　　　　　　　　　   春季キャンプの経済効果

９月 No.659 経営トップに聞く　株式会社ライフコーポレーション
（RRI no.218） 特集1 沖縄県内における台湾からの入域客の動向
 特集2 沖縄県内におけるバス・タクシー運転手不
　　　　　　　　　   足の現状と課題解決に向けた検討

10月 No.660 経営トップに聞く　一般社団法人光の子グループ
（RRI no.219） 特集 沖縄県内のマリンレジャー業界の現状と課題

11月12月合併 経営トップに聞く　株式会社日本バイオテック
No.661 特集1 医師の働き方改革と沖縄県が抱える医療の課題
（RRI no.220） 特集2 沖縄県内におけるジャパンウィンターリー
　　　　　　　　　   グ開催による経済効果
 特集3 コロナ後の沖縄県の景気動向

■令和７年
１月 No.662 経営トップに聞く　株式会社あしびかんぱにー
（RRI no.221） 企業探訪　有限会社首里琉染
 特集　沖縄県内のホテル施設調査と需給バラン
　　　　　　　　　　スからみた課題と持続可能な観光へ向け
　　　　　　　　　　た取り組み

２月 No.663 経営トップに聞く　株式会社西自動車商会
（RRI no.222） 特集1 沖縄県の労働市場の構造変化と今後の課
　　　　　　　　　   題と展望
 特集2 沖縄県経済2024年の回顧と2025年の展望

３月 No.664 経営トップに聞く　株式会社昭和制作
（RRI no.223） 特集　沖縄県における国発注公共工事の経済
　　　　　　　　　　効果と建設業振興に向けた提言

４月 No.665 経営トップに聞く　株式会社丸中商会
（RRI no.224） 特集　沖縄県のスマート防災ネットワークの構築
　　　　　　　　　　に向けた提言

５月 No.666 経営トップに聞く　有限会社ケアセンターきらめき
（RRI no.225） 特集1 沖縄県内の在留外国人の動向と行政の多文
　　　　　　　　　　化共生への取り組み
 特集2 沖縄県における一戸建て住宅着工の動向
　　　　　　　　　　と県内住宅市場の今後の展望
 特集3 沖縄県内の第三次産業における県内企業優
　　　　　　　　　　先利用に向けた検討

６月 No.667 経営トップに聞く　有限会社創
（RRI no.226） 特集1 沖縄県内の空港グランドハンドリングの現
　　　　　　　　　　状と課題
 特集2 2024年度の沖縄県経済の動向

７月 No.668 経営トップに聞く　照屋電気工事株式会社
（RRI no.227） 特集　トランプ関税政策に関する沖縄県内事業者
　　　　　　　　　　578社調査

８月 No.669 経営トップに聞く　有限会社幸地建設
（RRI no.228） 特集1 県産品利用実態アンケート調査にみる製造業の
　　　　　　　　　　実態とOEMの可能性
 特集2 沖縄県の主要経済指標

９月 No.670 経営トップに聞く　株式会社沖縄総合フーズ
（RRI no.229） 特集1 沖縄県内における自治体・災害実動機関の連携
　　　　　　　　　　強化を目的としたSIP防災の実施について
 特集2 沖縄県の労働需給問題について

特集レポートバックナンバー
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表紙写真：志良堂猛史（りゅうぎん総合研究所）　撮影地：守礼の門裏（那覇市）

経営トップに聞く
株式会社メイクマン
～沖縄の風土に寄り添い 作る力を暮らしに活かし 笑顔あふれる毎日を支える～
代表取締役社長　 宮城 順一 氏

特集1 ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナメント開催が
　　　沖縄にもたらす効果
りゅうぎん総合研究所　取締役調査研究部長　安仁屋 宗哲  /  研究員　米須　唯

特集2 沖縄のSociety5.0を考えるPART2
              第１回  株式会社d-strategy,inc代表取締役CEO小宮 昌人氏に聞く
りゅうぎん総合研究所　社長付特命部長　志良堂　猛史

アジア便り 台湾  
～台湾について～
レポーター：安慶名 庸（琉球銀行法人事業部）
則和企業管理顧問有限公司（琉球銀行業務提携先/台湾現地コンサルタント会社）へ出向中

新時代の教育研究を切り拓く
1.  地球上で最も豊富に存在する海洋細菌の生存戦略の分子メカニズム理解で、
     生命科学にパラダイムシフトをもたらす 
2. 地球規模の課題解決に向けて注目の集まるシダ植物と微生物の共生メカニズムを解明
沖縄科学技術大学院大学 コミュニケーション・広報ディビジョンメディアセクション

（同大学のHP記事より許可を得て転載）

行政情報190
内閣府沖縄総合事務局経済産業部

沖縄県の景気動向（2025年7月）
～景気は、緩やかに拡大している（23カ月連続）～

学びバンク
・対馬丸記念館　～戦争の歴史 正しく継承～

  琉球銀行　若狭支店長　国吉　誠

・公共料金カード払い　～利便性高く経済的決済～

  琉球銀行　ペイメント事業部　調査役　玉城　達郎

・沖縄市東部まつり　～出店数増え３万人来場～

  琉球銀行　泡瀬支店長　具志堅　敦

・対話で育てるコーチング　～答えや可能性引き出す～

  琉球銀行　事務統括部　上席調査役　池田　昌美

・電子契約　～法的要件の確認が重要～

  琉球銀行　総務部　上席調査役　知花　美奈子

経営情報 売上高100億円を目指す企業への支援
　　　　　　　　　　 提供　太陽グラントソントン税理士法人

県内の主要金融経済指標

注：所属部署、　役職は執筆時のものです。
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